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平成２８年熊本地震災害義援金にご協力を

四季雑感

本市の「ええとこ」たくさん発信します！

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ１２～１３

Ｐ１９～３１
本市の人口と世帯数（２８年３月３１日現在）
人口　１１万４６４６人（男性５万４３８４人、女性６万２６２人）

世帯数　５万３２２世帯

４４月月６６日日、、市立小学校で、一斉に入学式が実施されました。（写真は錦郡小学校市立小学校で、一斉に入学式が実施されました。（写真は錦郡小学校））
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防
災
無
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
風
水
害
な
ど
に

備
え
、　

年
か
ら
防
災
無
線
シ

１８

ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
役
所

に
設
置
し
た
親
局
か
ら
、
災
害

危
険
箇
所
な
ど
に
設
置
し
た
子

局
へ
防
災
情
報
を
無
線
で
送
信

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
や
河
川
の
浸

水
な
ど
の
被
害
発
生
の
危
険
性

が
高
ま
っ
た
と
き
、
避
難
勧
告

な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
な
ど
に

は
、
子
局
か
ら
親
局
へ
の
緊
急

連
絡
も
可
能
で
、
相
互
に
通
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
立
小
学
校
に

　
基
、
東
条
地
区
に
　
基
、
嬉
・

１４

１１

横
山
地
区
に
６
基
、
伏
見
堂
・

彼
方
地
区
に
６
基
、
梅
の
里
地

区
、
別
井
地
区
、
東
板
持
地
区
、

須
賀
地
区
に
各
１
基
ず
つ
の
計

　
基
の
子
局
を
設
置
し
ま
し

４１た
。

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ととととととととととととととととととととととととととととと
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
プププププププププププププププププププププププププププププ
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

東
公
民
館
と
山
中
田
ポ
ン
プ
場
にににににににににににににににににににににににににににににに

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

　
　
　
　
　
子
局
をををををををををををををををををををををををををををををを
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ににににににににににににににににににににににににににににに

新
た
に
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
設
置

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭
ののののののののののののののののののののの
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
ををををををををををををををををををををを
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導

最
新
鋭
の
救
助
工
作
車
を
導
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

～
救
助
体
制
の
充
実
強
化
を
め
ざ
し
て
～

　
市
消
防
本
部
で
は
、
近
年
多

様
化
す
る
各
種
災
害
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
最
新
鋭
の
救
助

工
作
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
特
別
な
訓
練
を
受
け
、
高
度

で
専
門
的
な
知
識
と
救
助
技
術

を
備
え
た
隊
員
に
よ
り
編
成
さ

れ
た
救
助
隊
が
、
車
両
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
数
百
種
類
に
も
お

よ
ぶ
資
機
材
を
使
用
し
て
、
各

種
災
害
な
ど
に
対
応
し
、
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
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４
月
　
日
に
発
生
し
た
、
熊

１４

本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る

最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り
、

熊
本
県
益
城
町
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
で
ま
し
た
。
そ
の
後

も
断
続
的
な
余
震
で
熊
本
県
を

中
心
に
建
物
の
倒
壊
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
停
止
な
ど
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
義
援
金
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
　
日

ま
で

３０

受
付
場
所
　
市
役
所
２
階
地
域

福
祉
課
、
金
剛
連
絡
所

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
ま
で
受
け
付
け
。

３０

※
こ
の
義
援
金
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
控
除
を
受
け
る
に
は

日
本
赤
十
字
社
か
ら
後
日
送
付

さ
れ
る
受
領
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
義
援
金
受
け
付
け

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

募
金
箱
の
設
置
場
所
　
市
役
所

１
階
情
報
公
開
課
、
金
剛
連
絡

所
、
中
央
・
金
剛
図
書
館
、
中

央
・
金
剛
・
東
公
民
館
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）、

す
ば
る
ホ
ー
ル
、
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館
、
か

が
り
の
郷
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

け
あ
ぱ
る
、
富
田
林
病
院
、
き

ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
農
業

公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園

※
い
ず
れ
も
閉
庁
日（
休
館
日
）

は
、
募
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
で
の
、
義
援
金
の

受
付
口
座
な
ど
詳
し
く
は
、
日

本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ttp
://w

w
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.o
r.jp
/c

o
n
trib
u
te
/h
e
lp
/２
８
/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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課
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線
２
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本
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十
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府
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こ
の
た
び
、
新
た
に
、
河
川

浸
水
区
域
を
対
象
と
し
て
、　２７

年
度
末
に
、
東
公
民
館
と
山
中

田
ポ
ン
プ
場
に
各
１
基
ず
つ
子

局
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
情
報

伝
達
地
域
の
拡
充
を
図
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）」
に
接
続
し
、

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
地
震
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
緊
急
事
態
の
情

報
を
受
信
し
、
自
動
で
市
民
の

皆
さ
ん
へ
伝
達
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
防
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）
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 四季雑感      富田林市長　多田　利喜

　先般、九州地方で発生した大規模地震は、広範囲に多

数の揺れを記録し、人的・物的に大きな被害をもたらし

ました。被害に遭われた皆様に、心よりお見舞いを申し

上げますとともに、被災地の一日も早い復興を願ってお

ります。

　このたびの地震被害をうけ、本市では、救急隊の被災

地への派遣をはじめ、募金箱の設置など、支援対策本部

を立ち上げ対応を図っておりますが、今後も関係機関と

連携しながら、必要な支援を実施してまいりたいと考え

ておりますので、市民の皆さんのご理解・ご協力をよろ

しくお願いします。

　また、近年、自然災害が多発する中で、本市の防災対

策については、防災無線の整備をはじめ、各種団体との

災害時応援協定の締結、避難行動要支援者名簿の整備、

防災訓練における全市民を対象とした避難訓練の実施、

さらには救援物資の備蓄などに努めておりますが、改め

て備えに万全を期してまいりたいと考えております。

　市民の皆さんも、いつどこで起こるか分からない災害

に備えて、食料や水の備蓄、災害が発生した時の避難行

動の確認など、日頃から防災に対する意識を高めていた

だきますよう、ご協力をよろしくお願いします。
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低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
」
は
、
５
月
２
日


か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
年
度「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

２７
を
受
給
さ
れ

た
人
で
、
　
２９

年
３
月
　
日
３１


ま
で
に
　６５

歳
以
上
に
な

る
人
（
昭
和

　
年
４
月
１

２７日
以
前
生
ま

れ
の
人
）
に
、

案
内
用
の
チ

ラ
シ
と
申
請

書
を
送
付
し

て

い

ま

す

が
、
こ
れ
以

外
の
人
で
、

申
請
書
の
必

要
な
人
は
市

給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
〔

０

５
７
０
（
０

７
７
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７
６

５
〕
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。
　
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
地
域
福

祉
課
」
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

５
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２
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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
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の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

●
申
請
受
付
期
間
な
ど

　
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
受
付

期
間
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
受
付
期
間
　
５
月
２
日


～
８
月
２
日

（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
分
）
ま
で
に
、
申
請

３０

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、


５
８
４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１
　
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給

担
当
へ
（
郵
送
可
）

※
た
だ
し
、
５
月
　
日

、　

１４

２２

日

の
２
日
間
は
受
け
付
け
し

ま
す
。

受
付
場
所
　
市
役
所
地
下
９
０

４
会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所

２
階
特
設
受
付

必
要
書
類
　
申
請
者
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
本
人
名
義

の
口
座
へ
振
り
込
み
希
望
の
場

合
は
不
要
）、
振
込
先
口
座
を

確
認
で
き
る
書
類
（
昨
年
度
、

臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
さ
れ

た
人
で
同
一
口
座
へ
振
り
込
み

希
望
の
場
合
は
不
要
）

給
付
方
法
　
口
座
振
込
に
よ
り

支
給

●
支
給
対
象
者
な
ど

支
給
対
象
者
　
　
年
１
月
１
日

２７

時
点
に
お
い
て
本
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、　

年
度

２７

市
民
税
が
非
課
税
の
人
（
市
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
と
な
っ
て
い
る
人
や
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

の
う
ち
　
年
３
月
　
日

ま
で

２９

３１

に
　
歳
以
上
に
な
る
人
（
昭
和
　

６５

２７

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

支
給
額
　
１
人
当
た
り
３
万
円

※
左
上
表
の
「
給
付
金
支
給
対

象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト
」
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー〔

０
５
７
０

（
０
７
７
）
７
６
５
〕、
臨
時
福

祉
給
付
金
支
給
担
当
（
内
線
２

８
７
）
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててて支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援のののののののののののののののののののののさささささささささささささささささささささらららららららららららららららららららららなななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実ににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててて子育て支援のさらなる充実に向けて！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

●市妊婦歯科健康診査事業

　妊娠中はつわりなどの影響もあり、口の中の衛

生状態が悪くなりがちです。また、女性ホルモン

が増加することにより歯肉炎を引き起こしやす

く、進行も早くなります。

　そこで、本市では、早産などの原因になること

がある歯周病を予防し、健やかな妊娠と出産を支

援するため、妊娠中の人を対象に「市妊婦歯科健

康診査事業」を新たに実施します。

実施期間　５月２日～２９年３月３１日

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健指導（指定

の歯科医院で妊娠中に１回）

対象者　市内在住で妊娠中の人

※妊娠の届け出時に、母子健康手帳と同時に「妊

婦歯科健康診査受診券」を発行します。妊娠中の

人で、受診券をお持ちでない人や本市に転入して

こられた人はお問い合わせください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

●市産後ケア事業

　本市では、ご家族などから十分な産後の支援が

受けられず、体調や育児に不安が

ある人を対象に、医療機関におい

てショートステイ（宿泊）やデイ

サービス（日帰り）での育児支援

が受けられる「市産後ケア事業」

を新たに実施します。

実施期間　５月２日～２９年３月３１日

内容　助産師などによる乳房のケアや授乳指導、

赤ちゃんの健康状態の確認、育児相談など

対象者　生後４カ月未満の乳児とその母親

※同事業の利用には、事前に保健センターへの利

用申請が必要です。詳しくは、お問い合わせくだ

さい。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３
月

２８

２９

　
日

ま
で
に
、
本
市
で
母
子

３１保
健
法
に
基
づ
く
妊
娠
の
届
け

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。

～
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に

　
お
祝
い
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
～

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
プププププププププププププププププププププ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
マママママママママママママママママママママ
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ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ
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ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ラララララララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ

サササササササササササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

サ
ポ
ー
ト
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

　
災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急
時

に
、
水
道
水
を
相
互
融
通
す
る

こ
と
を
目
的
に
、　

年
３
月
、

２８

本
市
梅
の
里
と
堺
市
美
原
区
さ

つ
き
野
東
間
に
緊
急
連
絡
管
を

接
続
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
　
日
に
は
、
水

２２

道
事
業
に
係
る
災
害
時
な
ど
に

お
い
て
、
応
急
給
水
や
応
急
復

旧
の
相
互
応
援
を
実
施
す
る
た

め
、「
堺
市
・
富
田
林
市
水
道
事

業
に
係
る
災
害
時
等
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
水
道
事
業
で
は
、
今
後
と
も

水
道
水
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
総
務

課
（
内
線
２
７
０
）

堺市と「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ににににににににににににににににににににに係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相「水道事業に係る災害時等相互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援ににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定応援に関する協定」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を締結しました

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給をををををををををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざしししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててて水道水の安定供給をめざして！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品

な
ど
３
万

円
相
当
分

の
品
物
　

※
お
祝
い

品
は
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次

発
送
し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
　
年
３
月

２９

　
日

ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出

３１を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
都
市
魅
力

創
生
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）
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本
市
で
は
、
創
業
希
望
者
が

本
市
で
創
業
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
、「
市
創
業
支
援
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
創
業
に
あ

た
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ

め
、
創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
無
料
で
学
べ
る「
創
業
講
座
」

な
ど
を
受
け
る
こ
と
で
、
創
業

に
必
要
な
経
費
の
一
部
補
助
な

ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
創
業
す
る
に
あ
た

っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

●
登
録
免
許
税
の
軽
減

●
融
資
限
度
額
の
拡
大

●
創
業
関
連
保
証
の
早
期
利
用

開
始

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新

創
業
融
資
制
度
」
の
要
件
緩
和

●
市
創
業
支
援
事
業
補
助
金
な

ど

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事市創業支援事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
　がスタートします

※
各
優
遇
措
置
は
、「
創
業
講
座
」

の
受
講
や
、
富
田
林
商
工
会
に

よ
る
「
個
別
支
援
事
業
」
を
受

け
る
こ
と
で
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
各
優
遇
措
置
に
は
そ

れ
ぞ
れ
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
優
遇
措
置
の
内
容

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
商
工

観
光
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
創
業
講
座
」
は
、　

月
～

１０

　
月
ま
で
の
間
に
４
回
実
施
す

１１る
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程
な

ど
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
誌
や

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
）

創業する人をサポート

　
若
者
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
転
入
促
進
と

転
出
抑
止
を
図

り
、
ま
た
子
育

て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に

よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を

創
出
す
る
た
め
、

親
子
で
の
近
居
ま

た
は
同
居
を
目
的

と
し
て
住
宅
を
購

入
す
る
若
者
世
代

に
対
し
て
住
宅
購

入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

支
給
要
件
　
本
市

に
１
年
以
上
居
住

す
る
親
世
帯
と
の

近
居
ま
た
は
同
居

を
目
的
と
し
て
、

本
市
で
住
宅
（
中

古
を
含
む
）
を
取

得
し
、
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
人

で
、
申
請
時
点
で

下
表
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人

支
給
金
額
　
近
居

の
場
合
＝
　

万
３０

円
、
同
居
の
場
合

＝
　
万
円

５０
申
請
の
受
け
付
け

　
　
年
３
月
　
日

２９

３１


ま
で
に
、
申
請

～
親
世
帯
と
の
近
居
・
同
居
を
目
的
と
し
て

住
宅
を
購
入
す
る
若
者
世
代
に
対
し
て
住
宅

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
～

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近
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促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
近
居
同
居
促
進
給
付
金
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
市
役
所
４
階

住
宅
政
策
課
へ
（
郵
送
不
可
）

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

同
課
配
布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
住

宅
政
策
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
７
）

市小規模企業融資をご活用ください

　本市では、小規模企業者の皆さんの経営安定と発展を

支援するため、事業に必要な資金を低利で調達できるよ

う、大阪信用保証協会の保証付制度融資を実施し、資金

供給の円滑化に努めていますので、ぜひご活用ください。

融資限度額　４００万円（すでに利用されている保証協会
付融資の残高との合計が１２５０万円の範囲内となる額）

融資期間　４年以内
融資利率　固定1.３㌫（金融情勢によって変動することが
あります）　

信用保証料　同保証協会が定める料率による保証料が
必要

※約定どおり融資を完済された人には、約定利子の５０㌫

を補給します。また、融資当初の負担を軽減するため融

資実行後、信用保証料を一括で支払われた人には保証料

の５０㌫を補給します。

※その他、融資限度額の大きい府の制度融資もあります

ので、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８１）



６

　
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
B
e

―

i
n
ひ
ろ
っ
ぱ
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
分

科
会
や
講
演
会
な
ど
年
間
を
通

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
実
行
委
員
に
な
っ

て
、
そ
の
企
画
や
運
営
に
携

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
実
行
委
員
会
は
、
６
月
～
　２９

年
３
月
ま
で
の
間
に
、
毎
月
１

回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。

募
集
人
員
　
　
人
程
度
（
性
別

１０

不
問
、
男
性
歓
迎
）

申
し
込
み
　
５
月
　
日

（
必

１８

着
）
ま
で
に
、
人
権
政
策
課
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で

５
８
４
・
８
５

１
１
常
盤
町
１
の
１
　
人
権
政

策
課
〔（
内
線
４
７
４
）
・

　（２５）

９
０
３
７
〕
へ

男女共同参画フォーラム

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeBe--------------------------------------iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっn ひろっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　　　　　実行委員募集

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
民

生
委
員
法
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
子
育
て
の
こ
と
な
ど
で
心
配

事
や
悩
み
事
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
秘
密
は
必
ず
守
り
ま

す
。
　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
、
２
８
５
）

５月１２日は
民生委員・児童委員の日です

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ににににににににににににににににににににににににににににににににに根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざしししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた 思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいやややややややややややややややややややややややややややややややややりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり広げよう　地域に根ざした　思いやり」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
府
営
楠
風
台
住
宅
１
～
２

棟
・
７
～
９
棟

濵
村
　
光
子
さ
ん
〔

　
７
５

（３４）

２
５
〕

●
府
営
楠
風
台
住
宅
３
～
６
棟

砂
原
　
進
さ
ん〔

０
９
０（
２

１
１
３
）
５
４
５
９
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

新
し
い
民
生
委
員
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ががががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
ままままままままままままままままままままま

児
童
委
員
が
決
ま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
な
ん
で
も
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

６
月
１
日
はははははははははははははははははははははははははははははは

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委

人
権
擁
護
委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

のののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
６
月
１
日

、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
２

会
議
室
（
内
線
５
４
２
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
池
田
　
義
尊
さ
ん

○
岡
本
　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦
　
永
子
さ
ん

○
川
口
　
博
夫
さ
ん

○
木
下
　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田
　
和
子
さ
ん

○
阪
本
　
省
三
さ
ん

○
鈴
木
　
善
勝
さ
ん

○
冨
士
原
　
貞
憲
さ
ん

○
道
 
　
洋
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

経済センサス基礎調査にご協力を

　同調査は、わが国における事業所および企

業の基本的構造を明らかにするために実施す

るものです。

　調査期日は６月１日現在で、全ての企業

や事業所を対象に実施します。

　５月下旬から、府知事が任命した統計調査

員が調査票を持ってお伺いします。

　回答方法は、インターネットと紙の調査票

の２つの回答方法から選択できます。

　調査員をはじめ調査関係者には守秘義務が

あり、調査票にご記入いただいた内容を他に

漏らしたり、統計作成の目的以外に使用した

りすることは絶対にありません。皆さんのご

理解とご協力をお願いします。 

問い合わせ　総務課（内線３３１）



７

　
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
、
５
月
１
日

～

７
日

は
憲
法
週
間
で
す
。

　
人
は
、
誰
で
も
自
分
の
夢
を

持
ち
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
、
自
由
で

幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い
、
暮

ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
私
た
ち
の
当
た
り

前
の
願
い
を
憲
法
は
し
っ
か
り

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
（
第

　
・
　
・
　
条
）、
同
時
に
私
た

１１

１３

２５

ち
も
絶
え
ず
努
力
し
て
こ
の
自

由
と
権
利
を
持
ち
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
　
条
）。

１２

　
私
た
ち
の
ま
ち
富
田
林
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
文
化
、
習

慣
、
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
共

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
生
活
・
権
利
が

か
け
が
え
の
な
い
の
と
同
様

に
、
相
手
の
人
権
も
ま
た
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
（
第
　１４

条
）。

　
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

理
解
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
し
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
。
こ
う
し
た
豊
か
な
人
間
関

係
と
人
権
意
識
に
裏
付
け
ら
れ

た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
こ
の

週
間
を
私
た
ち
が
憲
法
に
つ
い

て
考
え
、
家
庭
や
地
域
で
語
り

合
い
、
そ
の
心
と
知
恵
を
伝
え

合
う
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
５
月
を
憲
法
月
間
と
定

め
、
街
頭
啓
発
や
特
設
人
権
な

ん
で
も
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

● 日  本  国  憲法 （ 抜粋 ）
に ほん こく けんぽう ばっすい

 第 １１
だい

 条 （
じょう

 基  本  的  人権 の 尊 
き ほん てき じんけん そん

 重 ）
ちょう

　 国民 
こくみん

は、すべての 基  本  的  人権 の
き ほん てき じんけん

 享 
きょう

 有 を
ゆう

 妨 げ
さまた

られない。この 憲法 が 国民 
けんぽう こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 基  本  的 
き ほん てき

 人権 は、 侵 すことのできない 永 
じんけん おか えい

 久 
きゅう

の 権  利 とし
けん り

て、 現  在  及 び
げん ざい およ

 将 
しょう

 来 の
らい

 国民 
こくみん

に 与 へられる。
あた

 第 １２
だい

 条 （
じょう

 自  由 ・ 権  利 の 保  持 、 濫用 の 禁  止 、 利 
じ ゆう けん り ほ じ らんよう きん し り

 用  責任 ）
よう せきにん

　この 憲法 が
けんぽう

 国民 
こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 自  由  及 び 権  利 
じ ゆう およ けん り

は、 国民 の 不  断 の 努 
こくみん ふ だん ど

 力 
りょく

によって、これを 保  持 
ほ じ

しなければならない。 又 、 国民 は、これを 濫用 
また こくみん らんよう

してはならないのであって、 常 に 公 
つね こう

 共 
きょう

の 福  祉 
ふく し

のためにこれを 利  用 
り よう

する 責任 を 負 ふ。
せきにん お

 第 １３
だい

 条 
じょう

（ 個  人 の 尊 
こ じん そん

 重 
ちょう

、 生命 ・ 自  由 ・ 幸福  追 
せいめい じ ゆう こうふく つい

 求 
きゅう

の 権  利 ）
けん り

　すべて 国民 は、 個  人 として 尊 
こくみん こ じん そん

 重 
ちょう

される。 生 
せい

 命 、 自  由  及 び 幸福  追 
めい じ ゆう およ こうふく つい

 求 
きゅう

に 対 する 国民 の 権  利 に
たい こくみん けん り

ついては、 公 
こう

 共 
きょう

の 福  祉 に 反 しない 限 り、 立法 
ふく し はん かぎ りっぽう

その 他 の 国政 の 上 で、 最大 の 尊 
た こくせい うえ さいだい そん

 重 
ちょう

を 必要 とす
ひつよう

る。

 第 １４
だい

 条 
じょう

（ 法 の 下 の
ほう もと

 平 
びょう

 等  他 ）
どう ほか

　すべて 国民 は、 法 の 下 に
こくみん ほう もと

 平 
びょう

 等 であって、
どう

 人種 、 信 
じんしゅ しん

 条 
じょう

、 性別 、 社会  的  身  分  又 は 門  地 によ
せいべつ しゃかい てき み ぶん また もん ち

り、 政  治  的 、 経済的  又 は 社会  的 
せい じ てき けいざいてき また しゃかい てき

 関係 において、
かんけい

 差  別 されない。（ 第 １ 項 ）
さ べつ だい こう

 第 ２５
だい

 条 
じょう

（ 生  存  権 、 国 の 義  務 ）
せい ぞん けん くに ぎ む

　すべて 国民 は、 健康 で 文  化  的 な 最低  限  度 の
こくみん けんこう ぶん か てき さいてい げん ど

 生  活 を
せい かつ

 営 
いとな

む 権  利 を 有 する。（ 第 １ 項 ）
けん り ゆう だい こう

５
月
１
日
～
７
日
は

　
　
　
「
憲
法
週
間
」
で
す

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
１

１３

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
２
０
１
会
議

室
（
内
線
２
０
１
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊
厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳

「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
をををををををををををををををををををををををををををををををををを
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

大
切
に
す
る

こここここここここここここここここここここここここここここここここ
こここここここここここここここここここここここここここここここここ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ

　
こ
こ
ろ
とととととととととととととととととととととととととととととととととと
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
えええええええええええええええええええええええええええええええええ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

知
恵
を
つ
た
え
た
い
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　「
お
笑
い
福
祉
士
」の
肩
書
を

持
つ
落
語
家
の
笑
福
亭
　
学
光

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
笑
い
の
効
能
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
２

２８

時
～
３
時
　
分
（
午
後
１
時
　

３０

５０

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ののののののののののののののののののののの
憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

中
央
公
民
館
の
憲
法
月
間
行
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

講
演
講
演
会会

「
笑
う
て
笑
う
て
イ
キ
イ
キ
人

「
笑
う
て
笑
う
て
イ
キ
イ
キ
人
生生

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
ププ

で
楽
し
い
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
～

で
楽
し
い
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
～
」」

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

安
全
開
催
に
ご
協
力
を

　
５
月
　
日

、　

日


２６

２７

の
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
伴
い
、
道
路
で
の

検
問
や
ホ
テ
ル
な
ど
で
の

本
人
確
認
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
の
安
全
開

催
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警

察
署
〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）

分
開
場
）

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

８０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

〔

　
３
３
３
３
〕

（２４）



８

　
た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。 ５月３１日は

世界禁煙デー

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
周
囲
の
人
の
健
康
に

も
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。
　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ

の
煙
に
含
ま

れ
る
ニ
コ
チ

ン
の
持
つ
強

い
依
存
性
が

原
因
で
す
。

こ
の
よ
う
な
喫
煙
習
慣
は
「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
」
と
い
わ
れ
、

治
療
が
必
要
な
病
気
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、
同
依
存
症
診

断
テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
り
、
健

康
保
険
な
ど
が
適
用
に
な
り
負

担
額
が
軽
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
禁
煙

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
　

３１

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

資源家電４品目の処理は適切に

　家電リサイクル法では、消費者が特定の家電を

廃棄する際、適切に処理することが求められてお

り、それぞれに応じた処理費用が必要です。

　粗大ごみでは収集できませんので、ご注意くだ

さい。また、不法投棄は法律で禁止されており、

違法行為となりますので絶対にやめましょう。

品目　エアコン、テレビ（薄型テレビを含む）、冷

蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣服乾燥機

処理方法　その製品を買った小売店か、買い替え

を予定している小売店に引き取りを依頼してくだ

さい。いずれにも該当しない場合は、家電リサイ

クル収集受付センター〔０１２０(５５)３６５０〕へ申し

込んでください

処理費用（リサイクル料金＋収集運搬料金）　リサ

イクル料金は、品目や大きさ、メーカーなどに応

じた所定の料金となります。詳しくは家電リサイ

クル券センター〔０１２０(３１)９６４０〕へお問い合わ

せください。

　市の収集運搬料金は、１個に付き２７００円です。

小売店に収集運搬を依頼される場合は、それぞれ

料金が異なりますのでご注意ください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

古紙などの集団回収奨励金交付制度の
ご活用を

　本市では、限りある資源をリサイクルすること

により、地球環境への配慮とごみの減量化を図る

ため、集団回収活動を推進しています。

　町会（自治会）、子ども会、老人会などの非営利

団体を対象に、集団回収奨励金を交付しています

ので、ぜひご活用ください。

　なお、同奨励金の交付を受けるには、事前に市

へ登録し、収集業者と直接契約していただく必要

があります。

対象物　古紙（新聞、雑誌、ダンボール）、古布類、

牛乳パック　奨励金　１㌔当たり３円

申し込み　衛生課（内線１４４～１４６）へ

※現在、登録されている団体で、代表者に変更が

あった場合は、衛生課へ届け出てください。

　
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と

寄
付
金
）
は
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た

い
自
治
体
（
都
道
府
県
お
よ
び

市
区
町
村
）
に
寄
付
す
る
制
度

で
す
。

　
同
制
度
で
は
、
寄
付
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
、
個
人
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
礼
の
品
が
さ
ら
に
充
実

　
１
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
人
に
お
贈
り
し
て
い

る
お
礼
の
品
に
、
農
業
公
園
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
採
れ
た
ブ
ド

ウ

を

使

用

し

た
「
サ

バ

ー

フ
ァ
ー
ム
ワ
イ
ン
」
と
、
新
た

に
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
認

定
さ
れ
た
「
い
ち
ご
コ
ン
フ
ィ

チ
ュ
ー
ル
」
、
 
海
  老
 芋
を
お
菓

え
 

び

子
に
し
た
「
河
内
生
ま
れ
の
野

菜
の
な
い
し
ょ
話
し
」
が
新
し

く
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
　

万
円
以
上
の
ご

１０

寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

今
年
も
お
礼
の
品
に
加
え
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ギ
フ
ト
を
お
贈
り
し

ま
す
。
4
月
か
ら
7
月
ま
で
は
、

「
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
・
四
季
の

味
覚
」
ま
た
は
「
か
ん
ぽ
の
宿

富
田
林
・
特
別
室
ペ
ア
宿
泊
券
」

か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

※
寄
付
の
手
続
き
や
お
礼
の
品

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
寄

附
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　「
と
ん
だ
ば
や

し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
に
つ
い

て
は
都
市
魅
力
創
生
課
（
内
線

４
２
４
）
、
税
控
除
に
つ
い
て

は
課
税
課
（
内
線
１
１
１
）

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼
ののののののののののののののののののののの
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ににににににににににににににににににににに
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ななななななななななななななななななななな
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ががががががががががががががががががががが
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

寄
付
の
お
礼
の
品
に
新
た
な
品
が
加
わ
り
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた



９

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

・
水
を
汚
す
家
庭
か
ら
の
排
水

に
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
た
め
池
や
水
路
の
漏
水
を
発

見
し
た
と
き
は
市
役
所
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
水
難
事
故
か
ら
守
る

た
め
に

・
た
め
池
管
理
者
や
地
域
な
ど

で
設
置
す
る
危
険
標
識
は
幼
児

や
児
童
が
分
か
り
や
す
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
め
池
災
害
は
、
梅
雨
・
台

風
期
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
府
で
は
、
た
め
池
で
の
災
害

と
水
難
事
故
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
梅
雨
・
台
風
期
前
の
5
月

を
「
た
め
池
愛
護
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
広
報
活
動
な
ど
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

次
の
こ
と
な
ど
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

た
め
池
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

・
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ
る

た
め
池
の
草
刈
り
や
、
水
路
の

清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と

協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
宅
地
防
災
に

関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
府
建
築
指
導
室

審
査
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a
.

lg
.jp
/
k
e
n
s
h
i_
s
h
in
s
a
/

〕、

ま
た
は
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
備
え
付
け
の
案
内
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必

要
に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処

置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

◆
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

◆
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

◆
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
府
審
査
指
導
課

〔

０
６
（
６
２
１
０
）
９
７

２
０
〕、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
内
線
４
５
４
）

５月は
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宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
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防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

宅
地
防
災
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

た
め
池
愛
護
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る

な
ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
品
　
被
害
区
域
お

よ
び
被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑

な
ど
に
設
置
す
る
次
の
防
護
資

材
な
ど

◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
在
住
の
農

家補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
６
日

～
　２９

年
２
月
　
日

ま
で
に
、
農
業

２８

振
興
課
（
内
線
４
４
５
）
へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
「
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
農
業
振
興
課
」
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
ををををををををををををををををををををを

補
助
金
を
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

活
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

・
た
め
池
の
安
全
施
設
の
破
損

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
め
池
や
水
路
周
辺
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
を
見
掛
け
た
ら

注
意
の
一
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
町
会
（
自
治

会
）
な
ど
を
通

じ
て
子
ど
も
の

水
難
事
故
防
止

に
つ
い
て
保
護

者
な
ど
へ
啓
発
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）



１０

市非常勤職員（時間外保育業務）を募集

任用期間　６月１日～２９年３月３１日　※勤務成績などにより

翌年度の契約更新が可能（上限あり）です。

勤務地　市内公立保育所　※業務内容や勤務日など詳しくは実施

要領をご覧ください。

受験資格　保育士資格を有する人

採用人数　５人程度

試験日・内容　５月１６日～２０日、書類審

査、面接試験　※面接日・時間については、

申し込み時に相談の上、決定します。　

合格発表　５月末までに本人へ通知

申し込み　５月１３日まで（土・日曜日、祝日を除く午前９時～

午後５時３０分）に、所定の申込書に写真を貼って必要事項を記入

し、資格証の写しを添えてこども未来室（内線２９１）へ（郵送不

可）　※申込書、実施要領は、人事課（内線３２２）およびこども未

来室で配布（市ウェブサイトの各課のページ「人事課」からダウ

ンロードもできます）。

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施

策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

同
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
第
２
号

被
保
険
者
（
　
～
　
歳
）

４０

６４

募
集
人
数
　
１
人

任
期
　
　
年
３
月
　
日

ま
で

３１

３１

申
し
込
み
　
５
月
２
日

～
、

高
齢
介
護
課
で
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
（
１
０
０
０
字
～
１
２
０

０
字
、
用
紙
・
様
式
は
自
由
）

を
添
え
て
　
日

、
午
後
５
時

２０

ま
で
に
同
課
（
内
線
１
７
５
、

１
７
６
）
へ

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で

２
次
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
２

次
選
考
の
面
接
は
５
月
　
日


２５

に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
高
齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

保
健
福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

ののののののののののののののののののののの
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

の
委
員
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
本
市
で
は
、
旧
公
会
堂
跡
地

に
「
青
少
年
の
育
成
拠
点
」
と

位
置
付
け
た
新
施
設
「
（
仮
称
）

複
合
的
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
」
の

　
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

２９準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
活
気
あ
ふ
れ
る

施
設
を
め
ざ
し
、
施
設
の
イ
ベ

ン
ト
企
画
や
利
用
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
く
れ
る
「
青
少
年
委

員
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
同
学
習
プ
ラ
ザ
を
、
青
少
年

が
楽
し
み
な
が
ら
成
長
で
き
る

場
所
、
困
っ
た
こ
と
を
解
決
で

き
る
場
所
に
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
中
学
１
年
生
～
　
歳
未

３０

満
の
人
（
高
校
生
・
大
学
生
歓

迎
）

募
集
　
　
人
３０

申
し
込
み
　
５
月
２
日

～
　２０

日

ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

〔

　
１
４
５
１
〕
へ
（
申
し

（２４）

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）　

※
６
月
４
日

、
午
後
３
時
～

６
時
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、

１
回
目
の
青
少
年
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
 

ス
が
一
時
休
止
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証

明
書
の
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
」
を
４
月
　
日
よ

１８

り
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
・

府
民
税
証
明
書
（
現
年
度

分
）
・
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
が
で
き

ま
す
が
、
次
の
期
間
、
シ
ス

テ
ム
点
検
の
た
め
、
一
時
休

止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

休
止
期
間
　
５
月
　
日

、

３１

午
後
５
時
～
６
月
１
日

、

午
前
６
時
　
分
３０

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内

線
１
１
７
）、
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
）

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ををををををををををををををををををををををををを中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心とととととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししししし高校生・大学生を中心としたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののののののの委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募「青少年委員会」の委員を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

～「（仮称）複合的生涯学習プラザ」を　

　　一緒に盛り上げていきましょう！～

　
市
開
発
指
導
要
綱
細
則
、
同

要
綱
技
術
基
準
を
一
部
改
正

し
、
５
月
１
日


よ
り
施
行
し

ま
す
。

●
主
な
改
正
点

・
ご
み
置
場
を

設
置
す
る
場
合
、
１
カ
所
あ
た

り
の
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と

・
小
規
模
な
開
発
行
為
に
対
し

て
も
雨
水
流
出
抑
制
を
図
る
こ

と
な
ど

※
他
の
改
正
点
や
内
容
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
４
）

市
開
発
指
導
要
綱
細
則
な
ど
を
改
正
し
ま
し
た

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１１

　
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
部
付
部
長
・
税
務
担
当

官
　
土
井
　
昭
夫

▽
市
民
人
権
部
長
　
山
下
　
治

▽
生
涯
学
習
部
理
事
兼
生
涯
学

習
課
長
兼
福
祉
青
少
年
セ
ン

タ
ー
館
長
　
祐
村
　
元
人

▽
消
防
署
長（
理
事
）　
奥
田
　

尚
登

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
） 市

職
員
の

人
事
異
動

５月１４日～
プラネタリウム新番組
が始まります

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーすばるホールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

◇
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
～
探
偵
た

ち
の
星
月
夜
」（
約
　
分
）

４５

投
映
日
時
　
５
月
　
日

～
　

１４

２９

日

の
毎
週
水
・
金
曜
日
＝
午

後
３
時
～
、
毎
週
土
・
日
曜
日

＝
午
後
１
時
～

※
５
月
　
日

以
降
の
投
映
日

３１

時
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

観
覧
料
　
大
人
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
２
５
０
円
、
４
歳
未

満
お
よ
び
障
が
い
者
・
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料
（
毎

回
入
れ
替
え
制
）

問
い
合
わ
せ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
定
期
的
に
点
検
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
市
内
全
て
の
区
域
を
細
部

に
わ
た
っ
て
確
認
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
や
道
路
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
が
大
変
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
通
勤
や
散
歩
な
ど
の
途
中

で
、
道
路
の
穴
や
陥
没
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

破
損
、
溝
 蓋
 の
破
損
・
隙
間
な

ぶ
た

ど
を
見
掛
け
た
と
き
は
、
道
路

交
通
課
（
内
線
４
１
３
）
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

道路の陥没などを

発見されたときは

お知らせください

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののの強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみんなの強みを活かせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななななななななななな社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ににににににににににににににににににににに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍～安全・安心な社会に一億総活躍～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

毎年５月は
　
消
費
者
庁
設
立
か
ら
６
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
消

費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
の
内
容

な
ど
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
は
自
立
と
助
け
合
い

に
よ
る
消
費
者
市
民
社
会
の
形

成
に
参
画
し
、
事
業
者
は
消
費

者
志
向
経
営
や
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
し
、
行
政
は
消
費

者
の
視
点
に
立
っ
て
、
多
様
な

主
体
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
社
会
に
関
わ
る
全
て
の

人
が
活
躍
す
る
多
様
性
の
中
か

ら
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生

ま
れ
、
よ
り
良
い
社
会
へ
変
革

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、　

年
度
消
費
者

２８

月
間
で
は
「
み
ん
な
の
強
み
を

活
か
せ
～
安
全
・
安
心
な
社
会

に
一
億
総
活
躍
～
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
、
多
様
な
主
体
の

活
躍
に
よ
る
、
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
本
市
や
次
の
機

関
の
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥
（
内

線
１
８
６
）、
月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔

１
８
８
〕、
月
～
金
曜
日

は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
　１０

時
～
午
後
４
時
（
年
末
年
始
は

除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

です消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月消費者月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

「大阪府自転車条例」が施行され
ました

　府では近年、自転車に関連する交通事故が

増加傾向にある事を鑑み、自転車を安全で適

正に利用するための必要な事項を定めるとと

もに、自転車の交通事故防止および被害者の

保護を図ることを目的として、「大阪府自転車

条例」を制定しました。

●主な制定内容

・高齢者は、自転車を利用する場合、乗車用

ヘルメットをかぶるよう努める

・自転車利用者は、自転車損害賠償保険など

に加入しなければならない（義務化）

※なお、同保険の加入義務化は７月１日施

行、高齢者のヘルメットの着用や自転車の点

検整備などの規定は４月１日施行です。

問い合わせ　府自転車条例総合窓口 〔０６

(６９４４)６７３６〕



　
本
市
の
充
実
し
た
子
育
て
支

援
施
策
を
広
く
周
知
す
る
た

め
、
新
た
に
子
育
て
情
報
誌
を

発
行
し
、
子
育
て
専
用
サ
イ
ト

を
開
設
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
　
　

「
T
o
n
 T
o
n
」

◆
９
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

　
出
産
や
子
育
て
な
ど
の
場
面

や
状
況
に
応
じ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
知
り
た
い
情
報
を
い
ち

早
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、

結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
を
次
の
９
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。

１２

①
結
婚
・
妊
娠
（
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
、
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
な
ど
）

②
あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

（
児
童
手
当
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
な
ど
）

③
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
た

め
に
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）

④
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
に

（
児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
医
療
費
助
成
な
ど
）

⑤
子
育
て
を
楽
し
み
た
い
（
乳

幼
児
ク
ラ
ブ
事
業
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
な
ど
）

⑥
相
談
し
た
く
な
っ
た
ら
（
家

庭
児
童
相
談
、
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
）

⑦
子
ど
も
を
預
け
た
い
（
保

育
所
へ
の
入
所
、
学
童
ク
ラ

ブ
な
ど
）

⑧
小
・
中
学
生
（
就
学
援
助

制
度
、
中
学
校
給
食
な
ど
）

⑨
安
心
・
便
利
情
報
（
休
日

急
病
診
療
、
医
療
機
関
一
覧

な
ど
）

◆
漫
画
を
挿
入

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と

に
漫
画
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

◆
先
輩
の
声
を
掲
載

　
利
用
者
に
直
接
お
話
を
伺

い
、
写
真
と
コ
メ
ン
ト
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

◆
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の
連
携

　
よ
り
詳
し
い
情
報
や
気
軽
に

情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
随
所
に
掲
載

し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
配
布
方
法

・
妊
娠
の
届
け
出
時
に
配
布

・
保
育
士
に
よ
る
家
庭
訪
問
時

に
配
布

・
保
育
園
、
幼
稚
園
（
私
立
含

む
）
在
園
児
の
全
家
庭
に
、
園

を
通
じ
て
配
布

・
こ
ど
も
未
来
室
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
希
望
者
に
配
布

本
市
の
子
育
て
支
援
情
報
を

発
信
し
ま
す
！

子
育
て
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
＆
　
　
　
　
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
 Ｔ
ｏ
ｎ
  

と
ん

 T
o
n
 」
を
作
成

と
ん

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
　
　

「
T
o
n
 T
o
n
」

◆
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
の
連
携

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
合
わ
せ
、

９
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
育
て
に
関
連
す
る
情
報

全
般
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
情
報
を
発
信

　
市
域
を
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

（
北
部
、
南
東
部
、
金
剛
、
金

剛
東
）
に
分
け
て
、
地
域
の
身

近
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ

ｏ
ｎ
」
へ
は
左

上
記
の
ア
ド
レ

ス
よ
り
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
外
出
先
か
ら
で
も
気

軽
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ

ン
対
応
の
専

用
サ
イ
ト
も

同
時
に
開
設

し
て
い
ま
す

の
で
、
右
図

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド

を

読

み

取
っ
て
、
ご

覧

く

だ

さ

い
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来

室
（
内
線
２

０
３
）

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええとととととととととととととととととととととこここここここここここここここここここここ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくさささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす本市の「ええとこ」たくさん発信します！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

●子育て情報誌を発行、子育て専用サイトをオープン

●本市の魅力を広く発信する２つのポータルサイトをオープン

ウェブサイト「Ton Ton」
〔http://ton-ton.jp〕

ガイドブック「Ton Ton」

ＱＲコード



サ
イ
ト
か
ら
発
信
し
ま
す
。

　
市
内
の
名
所
・
旧
跡
・
行
事

だ
け
で
は
な
く
、
文
化
・
風

習
・
伝
承
・
方
言
な
ど
を
ア
ー

ト
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
ア
ク

セ
ス

・
左
記
ア
ド

レ
ス
を
直
接

入
力

・「
富

田

林

市
移
住
応
援

ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
内
に

あ
る
下
図
の

バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク

・
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読

み
取
る

問
い
合
わ
せ

都
市
魅
力
創
生
課
（
内
線
４
２

０
）

１３

　
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
た
め
、
２
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
「
え
え
と
こ
」
満
載

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
専

用
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

外
出
先
か
ら
で
も
気
軽
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

本
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
！

「
富
田
林
市
移
住
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

「
富
田
林
き
ら
め
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」　
　

オ
ー
プ
ン

「
富
田
林
市
移
住
応
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

　
同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
家
探
し
や
仕
事
に

関
す
る
情
報
な
ど
居
住
地
の
選

択
に
際
し
て
必
要
な
情
報
を
分

か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
各

小
・
中
学
校
の
写

真
掲
載
や
、
小
学

校
の
校
歌
が
聞
け

る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
、
本
市
出
身
で

市
外
在
住
の
人
に

も
「
ふ
る
さ
と
富

田
林
」
を
感
じ
て

い
た
だ
け
ま
す
。

◆
同
窓
会
を
応
援

し
ま
す

　
こ
の
サ
イ
ト
で

は
、
市
内
の
小
・

中
学
校
、
高
校
の

同
窓
会
情
報
を
発

信
す
る
ペ
ー
ジ
も

あ
り
ま
す
。

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
も

と
よ
り
、
本
市
出
身
あ
る
い
は

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
、

「
ふ
る
さ
と
富
田
林
」
を
想
っ

て
い
た
だ
け
る
機
会
の
創
出
を

応
援
す
る
た
め
、
サ
イ
ト
内
に

同
窓
会
開
催
の
告
知
が
で
き
る

掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
本

市
の
小
・
中
学
校
、
高
校
卒
業

生
で
同
窓
会
を
開
催
さ
れ
る
時

に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
情
報
掲
示
の
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス

・
右
記
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力

・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク

（
上

図

参

照
）

・
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読

み
取
る

「
富

田

林

き

ら

め

き

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
本

市
の
地
域
資
源
や
観
光
資
源
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮

想
美
術
館
に
見
立
て
た
ウ
ェ
ブ

市ウェブサイトトップページ

移住応援ポータルサイト

きらめきミュージアム

〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp〕

〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/iju/〕

〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/museum/〕

ＱＲコード バナー

ＱＲコード



１４

本町　

　平井　 悠  太 ちゃん（５カ月）
ゆう た

元気にすくすく育ってネ!!

藤沢台　

　兵頭　 駿 ちゃん（３歳）
しゅん

　　　　 慶 ちゃん（１カ月）
けい

　　　　 樹 ちゃん（５歳）
いつき

わが家に三男が誕生。兄弟仲良く育ってね。

喜志町　

　山中　 嶺  奈 ちゃん（５カ月）
れい な

笑顔いっぱい

元気に大きくなってね!!

イ わ が 家
の ア ド ル

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になり

ます。

宛先

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
引
き
分
け
」）
は

５
月
　
日

、
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　

３１

３０

日

、
９
月
号
の
「
俳
句
」
は
７
月
　
日

ま

３１

で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
歌
＝

よ
み
か
き
の
い
よ
い
よ
き
び
し
　
ひ
ら
が
な
の
多
き

文
か
く
投
稿
も
ま
た
　
　
高
辺
台
　
　
山
口
　
能
子

∧
選
評
∨
作
者
は
年
々
視
力
が
衰
え
ら
れ
る
の
か
と

推
察
す
る
が
、
歌
を
詠
む
意
欲
は
旺
盛
で
今
月
も
追

憶
の
中
の
ご
夫
君
、
夜
桜
ま
た
春
場
所
、
傘
寿
記
念

日
な
ど
５
首
投
稿
さ
れ
た
。
読
み
手
に
お
気
持
ち
が

じ
ん
と
伝
わ
る
お
歌
ば
か
り
で
感
動
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
降
り
し
人
明
る

い
雰
囲
気
バ
ス
に
残
し
て
　
寿
町
　
　
堀
井
　
太
造

君
送
り
ま
た
 我
  娘
 送
る
寂
し
さ
は
天
に
至
れ
り
春
の

わ
 

こ

夕
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
太
田
　
富
美
子

二
上
の
夫
婦
に
似
た
り
山
姿
河
内
で
見
る
も
大
和
で

見
る
も
　
　
　
　
　
　
　
西
板
持
町
　
奥
野
　
芳
三

寒
空
に
校
舎
の
隅
で
 吾
  子
 達
が
は
し
ゃ
ぎ
跳
び
か
う

あ
 

こ

な
わ
と
び
の
群
れ
　
　
　
南
大
伴
町
　
織
田
　
孝
枝

幼
子
の
歩
み
ほ
ど
に
て
花
前
線
急
か
る
る
思
い
に
風

ま
だ
寒
し
　
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

 木
  瓜
 の
赤
 連
 

ぼ
 

け
 

れ
ん

 翹
 

ぎ
ょ
う

の
黄
花
桃
と
我
が
家
の
土
手
は
 春
  駘
 

は
る
 た
い

 蕩
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
方
　
　
西
尾
　
た
み
子

と
う華

や
ぎ
し
花
も
散
り
果
て
 紫
  木
  蓮
 萌
ゆ
る
若
葉
に
装

し
 
も
く
 
れ
ん

い
新
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
６
月
号
は
「
俳
句
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
４
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３０

　
武
都
紀
　
若
松
　
寿
子
選



夢のかけ橋～奨学金などについて～

　子どもの貧困が深刻な社会問題となっている昨

今、負の連鎖を断ち切るためにも、多くの可能性を

持つ若者たちに教育を受ける機会を確保しなければ

なりません。学ぼうという意欲があるのに、経済的

な理由により子どもたちが夢を諦めることがないよ

うに、さまざまな奨学金制度があります。

○高等学校等就学支援金（国の制度、返済不要）

　年収が約９１０万円未満の世帯に対し、就学支援金

が支給されます。就学支援金により、対象世帯の公

立高校生については、実質授業料が無償となります。

○授業料支援補助金（府の制度、返済不要）　

　私立高校生などに対する府の補助金です。目安と

して年収が６１０万円未満世帯は無償、８００万円未満世

帯は年額１０万円負担となるように補助金が交付され

る予定です。卒業までの３年間は制度が継続される

予定ですが、２８年度の新入生から世帯区分と授業料

負担額の見直しが実施されます。

○府育英会奨学資金・入学時増額資金（返済が必要）

　奨学資金・入学時増額資金の予約申請は９月中旬

から中学３年生を対象に始まります。在籍する中学

校を通して申請します。また、５月から高校などに

在籍している人を対象に在学申請（奨学資金のみ）が

始まります。在籍する高校などを通して申請します。

◆貸付額

・奨学資金　公立高校は１０万円まで、私立高校は授

業料から国・府の給付額を引いた額＋１０万円まで

・入学時増額資金　公立高校は５万円まで、私立高

校は２５万円まで

○日本学生支援機構奨学金（返済が必要）

　大学や短期大学などに進学する人が対象で、入学

前の申し込みは、高校３年生および高校卒業後２年

以内の人が対象です。利子の有無によって２つの種

類「第一種」と「第二種」があり、第一種は、無利

子ですが成績に関する条項があります。第一種の申

し込みを希望する場合は、年度の早い時期に申し込

みの締切がありますので、在籍するまたは卒業した

高校にお問い合わせください。

○日本政策金融公庫（国の教育ローン、返済が必要）

　入学金や授業料など、まとまった金額を借りるこ

とができます。高校生、大学生、専門学生などが対

象で、随時申請できます。

　教育指導室では、進路選択支援事業相談窓口とし

て、奨学金などの各種相談を受け付けていますので、

気軽にご相談ください。　   　教育指導室（内線３６４）

「
読
書
通
帳
」
で
楽
し
い
読
書

習
慣
を
！
                            

～
市
立
小
学
校
の
全
児
童
に
読

書
通
帳
を
配
布
し
ま
し
た
～

　
図
書
館
で
は
、「
富
田
林
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
児
童
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
図
書
館
の
児
童
サ
ー
ビ
ス

　
読
書
は
生
涯
に
わ
た
り
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
、
私
た
ち
の
毎
日
を
励
ま

し
て
く
れ
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
幼
い
頃
か
ら
本
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
４
カ
月
児
健
診
で
の
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
に
始
ま
り
、「
あ
か
ち
ゃ

ん
の
お
は
な
し
会
」、
２
歳
を
過
ぎ
る

頃
か
ら
は
「
じ
ゅ
う
た
ん
コ
ー
ナ
ー

の
よ
み
き
か
せ
」や
「
お
は
な
し
会
」、

小
学
１
年
生
に
は
図
書
館
を
紹
介
す

る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
学
３

年
生
に
は
図
書
館
施
設
見
学
、
小
学

５
・
６
年
生
対
象
の
職
業
体
験
行
事

な
ど
を
、
子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
本

に
巡
り
合
う
た
め
に
、
図
書
館
司
書

に
よ
る
本
の
紹
介
リ
ス
ト
の
市
内
全

小
・
中
学
校
へ
の
配
布
や
、
学
校
図

書
館
へ
の
「
ブ
ッ
ク
便
」
に
よ
る
団

体
貸
出
本
の
配
本
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
の
そ
ば
に
常
に
本
が
あ
る
環

境
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
「
読
書
通
帳
」
で
感
動
貯
金

　
さ
ら
に
、
今
年
４
月
に
は
、
子
ど

も
た
ち
が
本
を
読
む
動
機
付
け
と
な

る
よ
う
、
図
書

館
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
読
書
通
帳
」

を
作
成
し
、
市

立
小
学
校
の
全

児
童
に
配
布
し

ま
し
た
。

　「
読
書
通
帳
」

に
は
、
本
の
タ

イ
ト
ル
の
他
、
本
を
読
ん
で
心
に

残
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
く
ひ
と
こ
と

メ
モ
や
図
書
館
か
学
校
図
書
館
ど
ち

ら
で
借
り
た
の
か
な
ど
を
記
入
す
る

欄
が
あ
り
ま
す
。

　
本
を
読
み
終
え
る
ご
と
に
「
読
書

通
帳
」
に
そ
れ
ら
を
記
録
し
、
図
書

館
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と
っ
ぴ
ー
」

の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、　

冊
分
の

５０

読
書
の
記
録
を
貯
め
、
読
書
の
思
い

出
が
つ
ま
っ
た
、
世
界
に
１
冊
だ
け

の
「
読
書
通
帳
」
が
出
来
上
っ
た
際

に
は
、
図
書
館
で
、「
と
っ
ぴ
ー
」

の
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
「
読
書
通
帳
」
が
楽
し
い
読

書
の
入
り
口
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
世
界
を
広
げ
、
成
長
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
市
内
在
住
で
、
市
立
小
学
校
以
外

に
通
学
し
て
い
る
児
童
に
は
、
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
。

中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２
１
〕

（２５）

金
剛
図
書
館
〔

　
１
１
７
１
〕

（２８）

図書館ホームページ〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/public/section/library/〕
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　４月４日、佐備神社で、「神楽祭」が開催され

ました。毎年４月に営まれる神楽祭は、今年で

34回目を迎え、地域の皆さんをはじめ多くの人

が鑑賞しました。

　舞台では、 巫 
み

 女 らが厳かな雅楽の演奏に乗せ
こ

て、神楽鈴や扇などを手に「悠久の舞」や「鈴

扇」などの舞いを披露しました。当日は、境内

の桜も見頃を迎え、優雅な舞いとの共演に、来

場した人らは酔いしれていました。

■■優雅な舞いで魅了、神楽優雅な舞いで魅了、神楽祭祭

　４月11日、市立幼稚園で、一斉に入園式が実

施されました。川西幼稚園では、ピカピカの制

服に身を包んだ新入園児が、最初は緊張した様

子でしたが、先生らのお話を最後まできちんと

聞くことができました。担任の先生の歌に合わ

せて一緒に歌いだすと、みんなの顔は笑顔で

いっぱいに。お歌や運動など、楽しいことがいっ

ぱいの幼稚園。お友達や先生と早く仲良くなっ

て、元気に通園してくださいね。

■■ドキドキワクワク、幼稚ドキドキワクワク、幼稚園園

　４月上旬、市内各所の桜が柔らかな春の陽気を受けて満開を迎え、見る人の目を楽しませていま

した。市内のあちらこちらでは、写真撮影をしたり、レジャーシートを広げてお弁当を味わったり

と皆さん思い思いのお花見を楽しみながら、春を満喫していました。散歩に訪れていた人は「青空

の下でのお花見はとても気持ち良いです」と話されました。

■■春の陽気を受け、桜満春の陽気を受け、桜満開開

１６

リボン通り（藤沢台一丁目付近リボン通り（藤沢台一丁目付近）） 滝谷公滝谷公園園

サバーファーサバーファームム寺池公園（寺池台四丁目付近寺池公園（寺池台四丁目付近））



■大空を彩るこいのぼり

　４月10日、昭和橋下流の石川河川敷に、約350

匹のこいのぼりが今年も元気よく春風に吹かれ

て、泳ぎ始めました。

　これは、自然環境の保全活動を続ける、ＮＰ

Ｏ法人「夢の会」が毎年実施しているもので、

当日はたくさんのボランティアも参加し、次々

とこいのぼりが揚げられました。

　色とりどりのこいのぼりは、５月７日まで

楽しむことができます。

■オリジナルのイチゴ大福

　４月10日、農業公園サバーファームで、「イ

チゴ大福作り」が開催されました。

　当日は、家族連れなどが参加し、 小 
しょう

 龍 
ろん

 包 のよ
ぽう

うな形のものやイチゴの先をお餅から少し出し

たものなど、包み方の違うさまざまな形のイチ

ゴ大福ができあがりました。

　サバーファームで採れた新鮮なイチゴを使っ

て、親子仲良く作ったイチゴ大福はとてもおい

しそうでした。

■ロビーに広がる美しい音色

　３月25日、中央公民館で、「富田林で一番受

けたい授業」が開催されました。

　これは、小学新１・２年生の子どもたちに英

語に親しんでもらおうと実施されたもの。

　子どもたちは、富田林高等学校の外国人講師

フィリップ・トーラーさんと同校の生徒から、

歌やゲームなどを交えて動物や色などの英語で

の名前を教わると、体を動かしたりを発音した

りしながら楽しそうに英語を学んでいました。

　４月１日～３日、８日～10日、けあぱるで、

「ロビーコンサート」が開催されました。これは、

多くの人にけあぱるへ気軽に立ち寄ってもらお

うと毎年開催されているもので、この日はヘル

マンハープの演奏会がありました。訪れた人の

中には初めてこの楽器を知ったという人もいま

したが、演奏者から演奏方法などの説明もあり、

懐かしい曲から最近の曲までハープの美しい音

色がロビーいっぱいに響き渡っていました。

■楽しく英語を学ぼう！

１７



１８

保健医療
富田林病院看護フェア　

とき　５月２１日、午前９時３０分～午

後０時３０分　　

ところ　富田林病院１階外来フロア

※当日、送迎バスの運行はしていません。

内容　認知症の人やその家族対象の

「認知症カフェ」、骨密度などの各種測

定、アロマ、ＡＥＤ体験、栄養補助食品・

自助具の展示など　※参加者全員に看

護の日（毎年５月１２日）にちなんだグッ

ズをプレゼントします。

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

問い合わせ　同病院総務課〔(２９)

１１２１〕

成人歯科健診

とき　２９年３月３１日まで　

ところ　指定医療機関（※）　

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健

指導　

対象者　健診日に満４０・５０・６０・７０歳

の人

20・30歳代の健診

とき　５月２日～２９年３月３１日ま

で

内容　問診、身体計測、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察、骨密度検査

対象者　健診日に満２０・２５・３０・３５～

３９歳の人（昭和５２年３月３１日以前に生

まれた人および妊娠中の人は対象外で

す）　※ただし、骨密度検査は健診日

に満２０・２５・３０・３５歳の女性のみ。

申し込み　５月２日～、保健セン

ターへ（電話申し込み可）　

※申込者に指定医療機関一覧表と受診

票を送付しますので、受診票を持って

有効期限内に受診してください。

基本健康診査

とき　５月２日～２９年３月３１日ま

で

内容　問診、身体計測、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察

対象者　４０歳以上で生活保護などを受

給している医療保険未加入の人

申し込み　５月２日～、保健セン

ターへ（電話申し込み可）　

※申込者に指定医療機関一覧表と受診

票を送付しますので、受診票を持って

有効期限内に受診してください。

本市の保健事業の指定医療機

関が追加になります

　５月６日、とねクリニック（高辺

台）〔(２９)０３００〕が開院し、指定医療

機関に追加されます。

　同クリニックでの保健事業の実施内

容など詳しくはお問い合わせいただく

か、市ウェブサイト各課のページ「健

康づくり推進課（保健事業案内）」をご

覧ください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２８年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激
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１９

 

麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
を受けましょう！   

　麻しん（はしか）は感染力が非常に

強く、感染すると重い合併症を起こす

こともある怖い病気です。風しんも感

染力が強く、特に妊娠初期の妊婦が感

染すると、生まれてくる子どもが目や

耳、心臓などに障がいのある「先天性

風しん症候群」となる可能性がありま

す。また、同予防接種を受けていない

人が増えると、その地域で麻しん、風

 健診・予防接種
しんが流行してしまう可能性もありま

す。

　麻しん、風しんはワクチンの接種で

予防することができ、免疫をより確実

なものにするためには、同予防接種を

２回受ける必要があります。

　対象者は下表「２８年度の指定医療機

関での予防接種」に記載しています。

　また、高校・大学入学時、実習や就

職などで接種証明が求められる場合も

あるため、接種済証や母子健康手帳な

どの予防接種記録は大切に保管しま

しょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



マタニティー＆子育て中の人
のためのコンサート

　出産や育児を応援するため、民生委

員児童委員協議会が中心になって、同

コンサートを開催します。

　マリンバや琴の美しい音色に癒され

たり、楽器に触れたりしながら、楽し

く一緒に歌いましょう。

とき　６月１１日、午前１０時～１１時３０

分

ところ　すばるホール　

対象者　妊娠中の人とその家族または

就学前の子どもと保護者　

定員　１００人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

申し込み　５月９日～、地域福祉課

（内線２８３、２８５）へ　

子育て講座

①園庭遊び

とき　５月１０日、午前１０時～１１時　

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

②ミニ講座「散歩寺池公園」

とき　５月１８日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園　定員　２０組

③第１回ベビーマッサージ

とき　５月１９日、午前１０時～１１時（午

前９時３０分～受け付け）　

ところ　常徳保育園　定員　１０組

④感触遊び

とき　６月２日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛東保育園　定員　１５組

⑤０歳児コース

とき　６月３日、午前９時４５分～１１時

ところ　みどり保育園　

対象者　平成２７年４月２日以降生まれ

の乳児　定員　１０組

⑥ふれ合い遊びと小麦粉粘土

とき　６月７日、午前１０時～１１時

ところ　富田林保育園　定員　１０組

⑦親子で感触遊びを楽しもう・栄養相

談会

とき　６月８日、午前９時３０分～１１時

ところ　彼方保育園　定員　５組

⑧ふたばコース（１歳児）

とき　６月８日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園　

対象者　平成２６年４月２日～２７年４月

１日生まれの幼児　定員　１０組

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

⑨リトミック

とき　６月９日、午前１０時～１１時

ところ　城保育園　定員　１５組

⑩感触遊びとリズム遊び

とき　６月９日、午前９時３０分～１１時

ところ　大伴保育園　定員　１５組

⑪親子プール

とき　６月１５日、午前１０時～１１時３０分

ところ　みどり保育園　定員　１０組

申し込み　②⑤は直接会場へ、①は５

月６日～、③は９日～、④は１９日

～、⑥は２４日～、⑦は２５日～、

⑧⑩は２６日～、⑪は３０日～、⑨は

６月１日～、各園へ（申し込み先着

順、各園の電話番号は下表に記載）



  

５月５日～11日は児童福祉
週間です

　児童福祉法第１条に、「すべて国民

は、児童が心身ともに健やかに生まれ、

かつ育成されるよう努めなければなら

ない」と定められています。

　「児童福祉週間」は、子どもや家庭、

子どもの健やかな成長について社会全

体で考えるとともに、児童福祉の理念

を普及させるため、毎年５月５日のこ

どもの日から１週間、全国で実施され

ています。今年度の標語は、「その笑顔

　未来を照らす　道しるべ」です。

　本市では、「子育てするなら富田林」

を合言葉に、生まれ育つ全ての子ども

たちが健やかに成長する環境の向上

と、市全体で子育てを支える取り組み

をより一層進めることで、皆さんがい

きいきと輝き、心が触れ合い、明るい

未来が見えるまちをめざします。

問い合わせ　こども未来室（内線２０８）

 

育児教室

①ぴよぴよクラス

とき　６月１日、午後０時５０分～３

時１５分　

内容　離乳食の進め方、調理実演、試

食、育児の話（赤ちゃんの泣く意味に

ついて）、交流会、ふれあい遊び、個別

相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者　

児童福祉

講座･催し

②すくすくクラス

とき　６月８日、午後０時５０分～３

時１５分、２２日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

ところ　保健センター

定員　①②各２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　５月６日、午前９時～、

保健センター〔(２８)５５２０〕へ

プレ・ママパパ妊婦教室

とき　５月２３日、午後１時～３時１０

分、６月１日、午後１時３０分～３時

３０分、１２日、午前９時１５分～正午

（全３回）

ところ　保健センター

内容　妊娠中の過ごし方、歯の話、子

育て支援サービスの紹介、妊婦疑似体

験、 沐  浴 実習、交流会など
もく よく

対象者　妊娠中の人とその家族

定員　２５組（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　５月６日、午前９時～、

保健センター〔(２８)５５２０〕へ

子育てに苦しさを感じている
親のための「ＭＹ　ＴＲＥＥ
ペアレンツ・プログラム」

　「子育てにしんどさを感じている」

「気がつけば子ども

をたたいてしまう」

など、子どもの心と

体にダメージを与え

ていることに悩む親

への回復支援プログ

ラムです。

とき　６月６日～９月２６日の毎週月曜

日（７月１８日、９月１９日は除く）、１２月

１２日、２９年３月６日、いずれも午前

１０時～午後０時３０分（全１７回）

ところ　人権文化センター

定員　１０人　※保育あり（要予約）。

参加費　無料

申し込み　５月６日～、市人権協議

会〔(２４)３７００・(２５)５９５２〕へ　※参

加者は面接により決定します。

親と子が楽しむ絵本の会　　
～見つけよう！お気に入りの絵本～

とき　５月２６日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館　

内容　絵本の読み聞かせ、手遊び、体

遊び　

対象者　１・２歳児と保護者

定員　２０組　

参加費　無料

講師　児童館絵本ボランティア

申し込み　５月２日～１３日までに

児童館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選し、結果は

はがきでお知らせします。定員に満た

ない場合は引き続き受け付けします。

２１

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



２２

 

行政書士無料相談

　行政書士会南大阪支部では、同無料

相談を実施します。

とき　５月２８日、６月２５日、いず

れも午後１時３０分～４時３０分　

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　相続・遺言、成年後見制度、交

通事故などの自賠責請求、法人設立、

契約・内容証明、各種許認可などに関

する相談

申し込み　５月９日～、濵田さん（同

支部）〔(５０)１１１０〕（日曜日を除く午前

１０時～午後６時）へ

相　談
消費者相談窓口の名称が変わ
りました

　４月１日より、本市の消費者相談窓

口が「富田林市消費生活センター」に

名称を変更しました。なお、開所日時

や場所などは変更ありません。

　本市の消費者相談は、本市だけでな

く太子町、河南町、千早赤阪村にお住

まいの人も相談を受けることができま

す。また電話での相談も受け付けてい

ます。何か困ったことがあれば、一人

で抱え込まず、気軽にご相談ください。

とき　月～金曜日、午前９時～正午、

午後１時～４時（祝日、年末年始を除く）

ところ　市役所１階７番窓口奥

問い合わせ　市消費生活センター（内

線１８６）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

悪質な訪問販売にご注意を

　最近、まるで市から委託されたよう

な口ぶりで、水質の調査や浄水器を売

りつける訪問販売が発生しています。

　良心的に営業する業者が多い中、一

部の業者が「かたり」や「強引営業」

で問題を起こしています。

　市は直接、給水管の清掃や浄水器の

販売・調査・工事などはしていませ

ん。必要でない場合や不信に感じた場

合は 毅  然 とした態度で断ってくださ
き ぜん

い。

　また、「だまされたかな」と思われる

人は消費者相談をご利用ください。

問い合わせ　上下水道総務課（内線

２５１）、市消費生活センター（内線１８６）

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



介護福祉士実務者研修通信課
程受講者募集

とき・内容　５～１０月の間で通信教育

６カ月、通学１１回程度　※詳しくはお

問い合わせください。

ところ　ジョブシティカレッジおも

ちゃ館金剛校（大阪狭山市金剛一丁目

３の５）　定員　３０人（申し込み先着順）

受講料　３万２１００円～１６万３４４０円（テ

キスト代含む）　

申し込み　５月６日～１６日（土・

日曜日を除く、午前９時～午後５時）

までに、ＮＰＯ法人シーシータイミン

グ〔０７２(３６６)５５６６〕へ

 

統計調査員を募集

　本市では、国勢調査などの国が実施

するさまざまな基幹統計調査を実施す

るために、調査票の配布・回収・点検

をしていただく統計調査員を募集して

います。基幹統計調査は、年１～２回

実施され、調査があるごとに登録され

た人の中から統計調査員を選任します。

登録資格　２０歳以上７５歳未満の人　

※職種などにより登録できない場合が

ありますので、詳しくはお問い合わせ

ください。

報酬　調査の種類・件数などにより異

なります（２～５万円）

申し込み　総務課で配布する所定の申

込書に必要事項を記入し、土・日曜日、

祝日を除く午前９時～午後５時３０分に

同課（内線３３１、３３３）へ　※申込書は、

市ウェブサイトの各課のページ「総務

課」からダウンロードもできます。

募　集

 

地域公開講座「きし元気塾」

　認知症について理解を深め、セルフ

チェックの方法や予防のための脳ト

レーニング、誰にでもできる運動を専

門スタッフが紹介します。

とき　５月２２日、午前１０時～１１時３０

分（午前９時３０分～受け付け）

ところ　介護老人保健施設きし（中野

町西二丁目２７３）　

定員　３０人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

申し込み　５月６日～、介護老人保

健施設きし〔(２３)０２０１〕へ

府民公開講座        　　　     
「心臓病ってどんな病気」

とき　５月２１日、午後２時～４時

ところ　府立呼吸器・アレルギー医療

センター（羽曳野市はびきの三丁目７

の１）

内容・講師　「心臓病を知ろう」＝荒木

　良彦さん（同センター循環器内科主

任部長）、「食事療法で体を守る」＝西川

　知可子さん（同センター栄養管理室

主任）、「みんなで体験～心マッサージ～」

＝川西　領治さん（同センター２Ｂ病棟

看護師）　※いずれも手話通訳あり。

定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　５月６日～１８日まで

に、ファクスで講座名、参加者の氏名、

電話番号、人数、会場までの交通手段

を記入し、同センター〔０７２(９５７)

２１２１・０７２(９５７)６２８５〕へ（電話申し

込み可）

講　座
 

安心して水道をお使いいただ
くために

　水道水は塩素で消毒していますが、

旅行などで長い間留守にされたときは、

ご家庭の給水管に水が長時間滞留し、

消毒の効果が薄れることがあります。

　また、給水管が鉛の場合、鉛がごく

わずかに溶け出すことがあります。通

常の使用では水質基準内で問題ありま

せんが、長時間使用しなかったときは、

念のためバケツ一杯分程度、飲み水以

外にお使いください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

６月１日～７日は水道週間

　６月１日～７日まで、全国で水

道週間が実施されます。

　水道は、日常生活の上で欠かせない

ものですが、あまりにも身近すぎて、

水が限りある資源であることを忘れが

ちです。

　水のことを資源として市民の皆さん

に理解していただくため、本市では期

間中「甲田浄水場」を一般公開します

ので、この機会にぜひ見学してくださ

い。

　なお、見学を希望する場合は事前に

ご連絡ください。

とき　６月１日～７日（土・日曜

日は除く）

ところ　甲田浄水場（近鉄長野線「川

西駅」下車、東へ徒歩約５分）

問い合わせ　水道工務課浄水係〔(２４)

１２１５〕

上下水道

２３

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



 

ご存じですか？　　　　　　　
第１号被保険者への独自給付

　国民年金には、老齢・障がい・遺族

基礎年金の他、第１号被保険者の独自

給付として次の給付があります。

死亡一時金　

　第１号被保険者として保険料を３年

以上納めた人が、何の年金も受けずに

死亡した場合、生計を一にしていた遺

族（配偶者、子など）に支給されます。

　ただし、その遺族が遺族基礎年金を

受けられるときは支給されません。

◆死亡一時金の額

※付加保険料を納めた期間が３年以上

のときは、８５００円が加算されます。

寡婦年金　

　夫が亡くなったときに次の①～④の

要件を満たす妻に６０歳から６５歳になる

までの間、支給されます。ただし、寡

婦年金を請求した場合は、死亡一時金

を請求できません。

①婚姻期間（内縁関係含む）が１０年以

上継続していた

②夫によって生計を維持されていた

③夫が死亡した月の前月までの第１号

被保険者としての保険料を納めた期間

と、免除された期間を合算して２５年以

上ある

④夫が障がい基礎年金や老齢基礎年金

を受けたことがない

◆寡婦年金の額

夫が受けられたであろう老齢基礎年金

の額の４分の３

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕、保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金
 

障がい者日常生活用具給付等
事業の対象品目が追加されま
した

　障がい者日常生活用具給付等事業に

ついて、視覚障がい者のための品目が

次のとおり追加されました。

●盲人用血圧計（音声式）

対象者　身体障がい者手帳に、視覚に

係る障がい程度が１級または２級と記

載されている１８歳以上の人

●大活字図書

対象者　身体障がい者手帳の交付を受

けた視覚障がい者で、大活字による文

字が読める人

※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９４、

１９５）

身体障がい者補助犬の           
貸与希望者を募集

　府では、身体障がい者の自立と社会

参加の促進を目的として、身体障がい

者補助犬の貸与希望者を募集します。

対象者　満１５歳以上（ただし義務教育

を修了した人）で、盲導犬は視覚障が

い１級、介助犬は肢体障がい１級また

は２級、聴導犬は聴覚障がい２級の人

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの申請書に必要事項を記入し

押印の上、５月１６日（必着）までに

５４０-８５７０大阪市中央区大手前ニ丁目

府自立支援課〔０６(６９４４)９１７６・

０６(６９４２)７２１５〕へ郵送　

※貸与候補者は補助犬の取得目的や住

宅環境などを調査し選考・決定します。

赤十字募金にご協力を　　　

　毎年５月１日から２カ月間、全国一

斉に募金運動を実施します。赤十字奉

仕団、町会（自治会）をはじめ多くの

皆さんのご協力により、昨年は約１４７６

万円の社資募金が集まりました。今年

も人道的国際支援や災害時の備蓄を充

実させるため、募金活動を実施します

ので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

福　祉
 

前年分所得の簡易申告に       
ご協力を

　６月に決定する１年間の国民健康保

険料は、皆さんから申告していただい

た２７年中（１月～１２月）の所得に基づい

て算出します。税務署や市役所へ税の

申告をされていない人や、会社などか

ら源泉徴収票が提出されていない人に

ついては、所得の内容を確認するため、

５月初旬に国民健康保険料に関する申

告書（簡易申告書）を送付しますので

必ず提出してください。また学生や病

気で収入のなかった人、年金で生活し

ている人も簡易申告にご協力ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、

１５１）

 

認知症介護家族の交流会

とき　５月２５日、午後１時３０分～３時

ところ　金剛公民館

内容　参加者同士の情報交換・交流会、

講話「認知症デイってどんなところ？」

対象者　市内在住の認知症の人を介護

されている人　

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　５月１９日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人もぜひ一緒に参

加してください。

認知症予防教室

とき　６月３日～２４日の毎週金曜日、

午前９時４５分～１１時４５分（全４回）

ところ　けあぱる

内容　認知症に関する講義、認知症予

防に効果的な運動や食事など

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　５月２４日までにウエルネ

スけあぱるへ　※申し込み多数の場合

抽選。ただし、初めて参加される人を

優先します。

国民健康保険

講　座

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２４



 

固定資産税・都市計画税の減免

　次の全ての要件に該当している場合

は、固定資産税・都市計画税の２分の

１が減免されます。減免を受けるため

には６月３０日までに申請していただ

く必要があります。

①納税義務者が今年１月１日現在、６５

歳以上の人、特別障がい者、寡婦、寡

夫のいずれかであること

②納税義務者および当該納税義務者と

生計を一にする人全員が、個人の住民

税均等割非課税の限度額以下の所得で

あること

③所有している固定資産が自己居住用

だけであり、居住家屋の延べ床面積が

７０平方以下であること

④固定資産税・都市計画税の年税額（土

地・家屋の合計）が５万円以下であること

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

固定資産税納税通知書を送付

　５月１日付で、固定資産税・都市計

画税の納税通知書を発送しました。

　納税通知書の内容について分からな

いことがあるときは、課税課までお問

い合わせください。課税内容につい

て、納税者からよくいただく質問を次

のとおりＱ＆Ａにまとめました。

Ｑ１　２４年に新築した住宅、または２２

年に新築した３階建以上の耐火・準耐

火住宅の固定資産税が急に高くなった

のはなぜですか？

Ａ１　新築住宅に対して、減額制度が

設けられており、一定の要件に該当す

る場合、新たに固定資産税が課税され

ることとなった年度から３年度分（３

階建以上の耐火・準耐火住宅は５年度

分）に限り、１２０平方㍍までの居住部分

に相当する固定資産税（家屋分）の２

分の１が軽減されます。急に高くなっ

たのは、新築住宅に対する減額措置の

適用期間が終了したため、本来の税額

に戻ったからです。

Ｑ２　土地利用に変化なく、評価額も

下がっているのに、税額が上がったの

はなぜですか？

税
Ａ２　土地の税金に関して、税額の上

昇に一定の限度を定め、急激な増額を

抑える「税負担調整措置」の変更が原

因の一つに考えられます。地方税法の

一部改正に伴い、一部地目（住宅用地、

市街化区域農地）についてこの限度が

引き上げられることになりました。こ

のため、評価額が下がっているにもか

かわらず税額が上がる土地がありま

す。

Ｑ３　固定資産税は１月～１２月までの

税金ですか？４月～３月までの税金で

すか？

Ａ３　固定資産税は、毎年１月１日の

所有者に対して、その年の４月１日か

ら始まる会計年度分の税として課税す

る年税です。いつからいつまでの期間

に対して課税するということは地方税

法には定められていません。従って、

売買時に固定資産税・都市計画税を月

割や日割で案分計算する場合の起点日

は、売主と買主の間で話し合って決め

てください。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

軽自動車税の減免                 

対象者　

①身体障がい者手帳、療育手帳、戦傷

病者手帳、精神障がい者保健福祉手帳

の所持者で、軽自動車（原動機付自転

車を含む）の所有者　

※手帳所持者と同一世帯の人が所有す

る軽自動車や、手帳所持者だけで生活

する人が所有する軽自動車を常時介護

者が運転する場合も減免の対象です。

※減免が適用されるのは対象者１人に

つき１台です。すでに普通自動車など

で減免を受けている場合は対象外です。

②生活保護法の規定による生活扶助を

受けている人

届け出　５月３１日までに手帳（①に

該当する人）または生活保護受給証明

書（②に該当する人）、印鑑、運転免許

証、車検証（原動機付自転車は申告済

証）、納税通知書、納税義務者の個人番

号カードまたは通知カードおよび本人

確認書類を持参（代理で申請する場合

は申請者の本人確認書類も持参）し、

課税課または金剛連絡所へ

問い合わせ　課税課（内線１１０）

自動車税の納期限

○自動車税の納期限は５月３１日です

　納税通知書記載の金融機関、郵便局、

コンビニエンスストア、クレジット

カード（インターネットによる手続き）

で納期限までに納めてください。

問い合わせ　府自動車税コールセン

ター〔０５７０(０２０)１５６〕

いつでもどこでも簡単納税！
「モバイルレジ」サービスの
ご利用を

　本市では、税の納付機会の拡大と納

税者の利便性の向上を図るためモバイ

ルレジによる納付を導入しています。

　モバイルレジは、金融機関の窓口や

コンビニエンスストアに行かなくて

も、携帯電話やスマートフォン、タブ

レット端末（ＯＳがｉＯＳ、Ａｎｄｒ

ｏｉｄのもの）で税金が納付できる

サービスです。

　なお、サービス利用には、モバイル

バンキング、インターネットバンキン

グの契約が必要です。

●納付できる税目、金額

市・府民税（普通徴収分）、固定資産

税・都市計画税、軽自動車税

※バーコードの付いた納付書で、１枚

につき３０万円までのもの（指定のコン

ビニエンスストアで納付できる納付書

と同じものになります）。

※詳しくは、市ウェブサイトの各課の

ページ「納税課」をご覧ください。

問い合わせ　納税課（内線１２２）

２５
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２６

●創身会合気道教室

Ａ市内在住で１８歳以上の人　Ｂ７人　

Ｃ毎週金曜日、午後１時～３時　Ｄ市

民総合体育館　Ｅ入会金２０００円、月額

３０００円　Ｆ・Ｇ原さん〔(２８)４００１〕

●大阪青林会（合気道)

Ａ１０歳以上の人　Ｂ多数　C第１・２・

４日曜日、午前９時～正午　Ｄ市民総

合体育館　Ｅ入会金２０００円、月額３０００

円（小・中学生は月額２０００円）　Ｆ・Ｇ

中原さん〔(２５)３００８〕

●市合気道協会

Ａ①小・中学生、②高校生以上　Ｂ多

数　Ｃ①毎週水・金曜日＝午後６時３０

分～７時３０分、第３日

曜日＝午前９時～１１

時、②毎週水・金曜日

＝午後７時３０分～９

時、第３日曜日＝ 午前

１１時～正午　Ｄ毎週水曜日＝青少年ス

ポーツホール、毎週金曜日・第３日曜

日＝市民総合体育館　Ｅ入会金①②

３０００円、月額①２０００円、②３０００円

Ｆ・Ｇ高岡さん〔０７０(６５４７)２８４３〕

●川西ジュニアーズ（少年軟式野球)　

Ａ小学生　Ｂ多数　Ｃ毎週土・日曜日、

祝日、午前８時３０分～午後５時　Ｄ川

西小学校　Ｅ月額３０００円　Ｆ森本さん

〔０９０(３７２４)９８９９〕　Ｇ福さん〔０９０

(３２７２)６７７８〕

けあぱる園芸講座

とき　５月２７日、午後１時３０分～３

時３０分　ところ　けあぱる

内容　春の草花の寄せ植え

定員　２５人

参加費　無料（材料費２０００円実費）

持ち物　スコップ、ゴム手袋、持ち帰

り用の袋　※汚れても良い服装で参加

してください。

申し込み　５月１１日、午前９時～、

けあぱるへ（電話申し込み不可、定員

１２人、申し込み先着順）

※５月１２日以降は電話でも受け付け。

※５月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員１３人、申

し込み先着順）。

※この講座は、市公園緑化協会との共

催で実施します。

 

●みやび会（着付け）

Ａ女性　Ｂ１０人　Ｃ第２木曜日、午後

１時～３時３０分、第３・４木曜日、 午

前９時３０分～正午　Ｄ中央公民館　Ｅ

月額１０００円　Ｆ・Ｇ小阪　則子さん

〔０８０(６２２４)２５３６〕

●コッコくらぶ（幼児体操)

Ａ①平成２４年４月２日～２５年４月１日

生まれの幼児、②平成２２年４月２日～

２３年４月１日生まれの幼児　Ｂ①６人、

②若干名　Ｃ毎週木曜日、①午後４時

～４時３０分、②午後４時３０分～５時１５

分　Ｄ市民総合体育館　Ｅ年額１０００円、

月額１８００円　Ｆ・Ｇ置田さん〔０９０

(９７０９)１５３７〕

●うさぎっ子ピョン太ピョン子クラブ

（トランポリン）

Ａ平成２２年４月～２５年３月生まれの幼

児　Ｂ１０人程度　Ｃ毎週金曜日、午後

３時～４時１５分　Ｄ市民総合体育館　

Ｅ入会金１５００円、年額３７００円（協会費、

保険代など）、月額１５００円　Ｆ・Ｇ中

久保さん〔０９０(８９３０)６３３７〕

クラブ員募集
●さわやかクラブ（健康体操）

Ａ６０歳以上の人　Ｂ５～６人　Ｃ毎週

水曜日、午前１０時～１１時３０分　Ｄ市民

総合体育館　Ｅ月額１５００円　Ｆ・Ｇ河

上さん〔(９３)４５９７〕

がんばった人に花まる！

●第19回市美術協会展受賞者

会員作品受賞者

《大賞》書の部　中牟田　梅子

《準大賞》洋画の部　小山　信子／写

真の部　原田　文裕

《会長賞》日本画の部　石田　康博／

彫刻の部　門中　嘉代子

一般公募作品受賞者

《市長賞》日本画の部　笹山　輝代／

洋画の部　坂田　裕子、 玉置　伸子

／彫刻の部　美越　孝一

《教育委員会賞》洋画の部　新谷　裕

美子、西尾　芳子／書の部　土屋　翠

苑／写真の部　浅井　悟

《すばる賞》日本画の部　武井　眞都

子／洋画の部　大沼　田鶴子、竹本　

寛、藤田　卓也

《ＪＡ大阪南賞》日本画の部　松田　

千衣子／洋画の部　中川　忠彦、福泉

キヌ子、 村田　隆／書の部　杉野　聖岳

《商工会賞》洋画の部　木下　和子、

田淵　讓、安居　喜子／写真の部　上

森　弘之

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

子の無い人生　            　酒井　順子 

海は見えるか 　               　真山　仁 

母の母、その彼方に　　四方田　犬彦

■家庭・その他

はなちゃん１２歳の台所       安武　はな

トウガラシの世界史　　　山本　紀夫

ラジオ体操は６５歳以上には向かない

　　　　　　　　　　　　戸田　佳孝

おはなし会

①中央図書館　５月８日、２２日

②金剛図書館　５月７日、２１日、

６月４日

③喜志分室　５月２２日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③は午

後３時～３時３０分に開催。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　５月１日、１５日、２９

日、６月５日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　５月１４日、２８日、午

後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　５月２０日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　５月１２日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１９日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②⑤⑥は１歳児と保護者対象

（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



みどりの勉強会

　緑の知識を深めたい、自分で庭の樹

木の管理をしてみたいと考えておられ

る人をサポートする講座です。

とき　６月８日～２９日、１０月１９日～１１

月９日の毎週水曜日、午後１時３０分～

４時（全８回）

ところ　金剛東中央公園

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　５月１７日～２４日、午前

９時～午後５時まで（土・日曜日は除

く）に市公園緑化協会（内線４０９）へ

※詳しくは、同協会ホームページ〔http:

//web1.kcn.jp/tondabayashi-koen/〕を

ご覧ください。

家庭園芸セミナー

とき　５月２７日、午後２時３０分～４

時（午後２時～受け付け）

ところ　すばるホール

内容　トマト、キュウリ、

ナスなど作物の症状を見

ながら、病害虫の診断と

対策について学ぶ

定員　１５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　５月６日～２４日までに

氏名、電話・ファクス番号、お住まい

の市町村名を明記し、ファクスで府立

環境農林水産総合研究所〔０７２(９５６)

９７９０〕へ

問い合わせ　同研究所〔０７２(９７９)

７０７０〕

２７

  

 日  本  語 よみかき
に ほん ご

 教 
きょう

 室 
しつ

　 外  国 から 来 られた 人 などで、 日 
がい こく こ ひと にち

 常 
じょう

 生 
せい

 活 において 日  本  語 の「よみかき」に 不 
かつ に ほん ご ふ

 自  由 を 感 じている 人 のための
じ ゆう かん ひと

 教 
きょう

 室 で
しつ

す。

　 毎 
まい

 週 
しゅう

 火  曜  日 、 午  後 ７ 時 ～８ 時 ３０ 分 と
か よう び ご ご じ じ ふん

 毎 
まい

 週 
しゅう

 水  曜  日 、 午  前 １０ 時 ～１１ 時 ３０ 分 に 開 
すい よう び ご ぜん じ じ ふん かい

 催 しています。 受  講 
さい じゅ こう

 料 
りょう

は 無 
む

 料 で、いつ
りょう

からでも 参  加 できます。 詳 しくはお 問 
さん か くわ と

い 合 わせください。
あ

ところ　 中 
ちゅう

 央  公  民  館 
おう こう みん かん

●日本語よみかきボランティア募集

　ＮＰＯ法人とんだばやし国際交流協

会では週５日、戦争や家庭の事情で学

校へ行けなかったり、外国から日本へ

来て日常のコミュニケーションに不自

由したりしている人を対象に、日本語

よみかき教室を開催しています。現在

同教室では、ボランティアで日本語を

教えてくださる人を募集しています。

詳しくはお問い合わせください。

 問 い 合 わせ　ＮＰＯ
と あ

 法  人 とんだばやし
ほう じん

 国  際  交 
こく さい こう

 流  協 
りゅう きょう

 会 〔(２４)２６２２〕
かい

たぶんかこうりゅう会

　いろいろなルーツを持つ人たちが集

まります。皆さんで一緒に交流しま

しょう。

とき　５月１５日、正午～午後２時

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　６０人（申し込み先着順）

参加費　５００円（１８歳以下無料）　

申し込み　５月６日～１３日までに

同協会〔・(２４)２６２２〕へ

格安スマホのはじめ方

　格安スマホを正しく利用するために

使い方や購入方法を学びます。

とき　５月１７日、午後７時～９時

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

定員　１６人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　５月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９〕へ

 カルチャー
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きらめきファクトリー　　　
イベント

①Ｚｉｎｅワークショップ

　「私の富田林」をテーマにして、オリ

ジナルの小冊子を作るワークショップ

を開催します。自分で撮った写真や自

作の文章、イラストなどを、プリンター

やホチキスを使って、自分だけの小冊

子を作りましょう。

とき　５月１５日、午前１０時３０分～午

後１時３０分、午後２時３０分～５時３０分

対象者　小学生以上

持ち物　写真、イラストなど

※このワークショップは、「まちライブ

ラリー」のイベントで、関西を中心に

１６５カ所で実施される「ブックフェスタ

２０１６ in 関西」の一つとして開催しま

す。

②スタンプをつくろう

　オリジナルのスタンプを作るワーク

ショップを開催します。「こんなスタン

プがあったらいいな」と日頃思ってい

る人にお勧めです。仕組みを知りなが

ら、楽しく作りましょう。

とき　５月１７日、午後６時～８時

③レーザーカッターdeフェルトアッ

プリケ

　レーザーカッターを使ったワーク

ショップを開催します。好きな形の図

柄を選んでかわいいフェルトアップリ

ケを作りましょう。

とき　５月２５日、午後６時～８時

ところ　きらめきファクトリー２階

定員　①各６人、②③各５組（１組２

人まで）　※いずれも申し込み先着順。

参加費　無料

申し込み　いずれも５月６日～、き

らめきファクトリーへ（電話申し込み可）

２８

  

中央公民館講座    　　　　　
「幾何学ステンドグラスの世界」

　市内在住のステンドグラス作家、井

上　ヒデコさんの展覧会とワーク

ショップを開催

します。

　幾何学的に組

まれたユニーク

な井上さんの作

品の世界に多角

的、立体的に迫

ります。

とき　５月２１日

、午後２時～４時

ところ　きらめきファクトリー

内容　紙を使った幾何学工作

対象者　中学生以上

定員　１０人　

参加費　無料

持ち物　カッター、鉛筆、消しゴム

申し込み　５月１３日（必着）までに、

往復はがきに講座名、参加者の住所、

氏名（ふりがな）、年齢（学年）、電話

番号を記入し、５８４-００９３本町１６の２８

中央公民館へ（申し込み多数の場合抽

選）

※１人につき、往復はがき１枚で申し

込んでください。来館して申し込む場

合は、返信用のはがきを持参してくだ

さい。

※なお、５月１９日～２２日、午前１０

時～午後６時の間（２０日は午後８時

まで）、同ファクトリー２階で、展覧会

を開催します（当日、直接会場へ）。

 カルチャー 円空仏を彫ろう

　割った丸太の木目を生かして、円空

仏を彫りましょう。

とき　５月２２日、午後１時～４時

ところ　南河内林業総合センター「ラ・

フォレスタ」（南河内郡千早赤阪村東阪

１２３８の５）

定員　１０人

参加費　３３００円（お茶付き）

講師　橋本　康彦さん（木彫家）

※申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　同センター〔(７２)００９０〕

「怒り」のコントロール　　
～イライラしない子育て～

　イライラと上手に付き合い、楽しく

子育てする方法

を学ぶワーク

ショップです。

とき　５月１２日

、１９日、２６

日、午前１０時

～正午（全３回）

ところ　金剛公民館

対象者　市内在住・在勤の子育て中の

人

定員　５人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　大谷　裕美子さん（親楽習イン

ストラクター）

持ち物　筆記用具

申し込み　５月６日～、金剛公民館

へ（電話申し込み可）

※託児あり。託児を希望される場合

は、申し込み時にお問い合わせくださ

い。　

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



２９

野外活動ボランティアを一緒
にしませんか？

　市野外活動協会では、子どもたちと

一緒にアウトドアを楽しむボランティ

ア会員を随時募集しています。

活動内容　野外料理教室、教育キャン

プ、ハイキング、雪遊びファミリーツ

アーの開催など　

対象者　市内在住・在勤・在学で高校

生以上の人

※申し込み方法など、詳しくはお問い

合わせください。

問い合わせ　生涯学習課〔(２０)０３９０〕

（土・日曜日、祝日は除く）または、

西野さん（同協会）〔Ｅメールkouwa.

nishino-y@nifty.com〕

第66回市民文化祭               
ミュージックフェスティバル

　市民文化祭の軽音楽部門の発表会で

す。日頃の練習の成果をぜひご覧くだ

さい。

とき　５月２８日、午後４時開演

ところ　すばるホール２階ホール

定員　８００人（当日、直接会場へ）　

入場料　無料

問い合わせ　すばるホール

献血にご協力を

とき・ところ　５月７日、午前１０時

～午後３時＝伏山台小学校、２０日、

午前１０時～正午、午後１時～４時３０分

＝市役所

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人　※その他の条件などはお問い合わ

せください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２００〕

  

子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～

５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、

毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～４時３０分、②午後４

時３０分～５時３０分（いずれも月４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人（申し込み先着順）

参加費　いずれも月額５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）に、

ウエルネスけあぱるで随時受け付け

  

ファミリー野外料理教室

とき　５月２２日、午前９時３０分～午

後３時（雨天決行）ところ　市立青少

年教育キャンプ場（現地集合）

内容　ソーセージだっち作り

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　小学生以上１０００円、小学生未

満５００円　

申し込み　５月１０日～１６日（土・

日曜日は除く）までに、参加費を添え

て生涯学習課〔(２０)０３９０〕へ（電話

申し込み不可、家族単位でお申し込み

ください）

  スポーツ

  イベント

けあぱる血液循環測定会

とき　５月１８日～２０日、午前１１時

～午後７時の間に各８回　

※時間は申し込み時に確認してくださ

い。

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　赤外線の反射により指先の血管

の状態を測定

定員　各回２０人（申し込み先着順）

参加費　１回３００円（当日、施設利用者

は１回２００円）　

申し込み　５月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

可）

※５月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（けあぱるホー

ムページから申し込む場合は、「その他

連絡事項」欄に希望する日時を明記し

てください）。

富田林アレコレまち歩き倶楽部

　富田林のアレやコレをまち歩きしな

がら探索し、新しい魅力を発見します。

　今回は、東高野街道北側を参加者の

目線で歩き、発見したことを皆さんで

発表します。

とき　５月２９日、午後１時３０分～４

時

ところ　近鉄長野線「喜志駅」改札前

集合、きらめきファクトリー解散

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　３００円（資料代、お土産を含む）

持ち物　筆記用具、デジタルカメラま

たはスマートフォン、飲み物

申し込み　５月８日～、きらめき

ファクトリーへ（電話申し込み可）

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

キッズチアダンス教室

とき・対象者　毎週月曜日の部、金曜

日の部、①午後３時～３時５０分＝３・

４歳児、②午後４時１０分～５時＝５・

６歳児（いずれも月４回）

ところ　青少年スポーツホール

定員　①６人、②１０人（申し込み先着

順）　

参加費　いずれも月額３０００円

持ち物　タオル、上靴、飲み物　※動

ごきやすい服装で参加してください。

申し込み　５月８日、午前１０時～、

参加費を添えて青少年スポーツホール

へ（電話申し込み不可）

無料体験「筋力アップとスト
レッチ」 

とき　５月２６日、午前１０時２０分～１１

時５０分　ところ　市民総合体育館

内容　初めての人も楽しくできる、筋

力アップ運動とストレッチ

対象者　市内在住の人

定員　１０人（申し込み先着順）

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　５月６日～、東　実千代

さん〔(６３)１７７７〕へ（午後６時以降）

５月・６月の                        
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ、カラーボール

とき　５月８日～７月３日（５月２９日

は除く）、の毎週日曜日、午前９時～午

後５時

使用料　無料　持ち物　上靴

問い合わせ　東公民館

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

シニア向けＬａＬａＬａ　 
Ｆｉｔ（ラララフィット）

　楽しみながら筋力トレーニングを実

践する教室です。体力に自信がない人

でも参加していただけます。

とき　毎週木曜日、午前１１時～正午（月

４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　６０歳以上の人

定員　１２人　参加費　１カ月４０００円

申し込み　５月６日～、午前１０時～

午後７時（日曜日、祝日は午後４時ま

で）に、ウエルネスけあぱるへ（電話

申し込み可、定員７人、申し込み先着

順）

※５月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員５人、申

し込み先着順）。

ウォーキングに参加しません
か

　健康に関しての講習を受講し、本市

の健康推進員の任命を受けている、

「あるこうかい　富田林」のメンバー

と一緒に、ウォーキングをしませんか。

　ウォーキングで健康維持・増進を図

りましょう。

とき・ところ　①５月１１日、午前１０

時＝南海高野線「中百舌鳥駅」改札前

集合、②２５日、午前１０時＝南海本線

「浜寺公園駅」西改札前集合

行き先　①大泉緑地方面、②浜寺公園

方面　対象者　市内在住の人

定員　各１５人（申し込み先着順）

参加費　無料（交通費など実費）

申し込み　５月６日～、保険年金課

（内線１５５、１８８）へ

バドミントン体験教室

とき　６月７日、２１日、７月５日

、１９日、正午～午後１時３０分（全

４回）　ところ　市民総合体育館

対象者　２０歳以上の女性

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　１０００円

持ち物　上靴、ラケット（貸し出しもあり）

申し込み　５月６日～、三根さん〔

０９０(３６７２)９８４８〕または、藤田さん〔

０９０(１９０６)７８０５〕（午後９時３０分以降）へ

富スポグラウンドゴルフ大会

とき　６月１５日、午前９時３０分～午

後１時３０分（午前９時～受け付け、雨

天時は２２日に順延）　

ところ　総合スポーツ公園

内容　２４ホールストロークプレー

定員　２４０人（申し込み先着順）

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　５月１８日～６月１日、

午前９時～午後９時までに総合スポー

ツ公園〔(３５)２１２２〕へ（電話・ファ

クス申し込み可）

ベビーヨガ教室

とき　５月９日、２３日、６月１３日

、２７日、午後１時３０分～２時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　２カ月～１歳６カ月の乳幼児

と保護者　

定員　各２０組（申し込み先着順）　

参加費　１４００円（月２回）

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※ヨガマットは無料で貸し出しします。

申し込み　５月６日、午前９時～、

参加費を添えて市民総合体育館へ（電

話申し込み不可）

３０

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



「放課後子ども教室」ボラン
ティア指導員募集

　月～金曜日の放課後や週末、子ども

たちと一緒に、スポーツや文化活動（工

作など）をしてくださ

るボランティア指導員

を募集します。

活動時間　放課後および土曜日の午前

中

活動場所　全ての市立小学校（１６校）

活動内容　グラウンドゴルフ、バドミ

ントン、ドッジボールなどのスポーツ

やアイロンビーズ、折り紙などの文化

活動　※活動時間や場所、内容を選ん

で参加していただけます。

申し込み　生涯学習課〔(２４)１４５１〕で

随時受け付け

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

ライフ・チャレンジ・ザ・　 
ウォーク ～水と緑のウォー
キング～

とき　５月１５日（小雨決行）　

ところ　向陽台小学校集合

参加費　無料（当日、直接会場へ）

コース 

《７㌔コース》

受け付け　午前８時４０分～９時

《５㌔コース》

受け付け　午前９時１０分～９時３０分

《３㌔コース》（車いす、ベビーカーで

の参加もできます）

受け付け　午前９時４０分～１０時

※ゴール受け付けは午後０時１０分まで。

※閉会式は午後０時３０分(予定）から実施。

※参加賞、上位賞、お楽しみ抽選会あり。

※同小学校に駐車場あり。

※ペットを連れての参加はできません。

問い合わせ　生涯学習課〔(２０)０３９０〕

健康体操入門教室

とき　５月２５日、午後１時３０分～２

時３０分　ところ　金剛公民館　

内容　３Ｂ体操体験

対象者　市内在住の人　

定員　１０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

講師　金剛公民館クラブ「ビューティ

フル」

持ち物　上靴　※動きやすい服装で参

加してください。

申し込み　５月６日～、影林　恵子

さん〔(２８)１７３８〕へ（午後５時以降）

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　休みません

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　休みません

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　５/２、３、９、１６、２３、３０

　※５/４（みどりの日）、５（こどもの日）は

　開館します（午前１０時～午後６時まで）。

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　５/２～５、９、１６、２３、３０

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　５/１、３～５、８、１５、２２、２９、６/５

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　５/１、３～５、８、１５、２２、２９、６/５

●青少年センター                    (24) 1451

　５/２～５、９、１６、２３、３０

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　５/２、９、１６、２３、３０　

　※５/３～５は午後５時３０分で閉館します。

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　５/４、１１、１８、２５、６/１

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　５/１、３～５、７、８、１４、１５、２１、　

　２２、２８、２９、６/４、５

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　５/３～５　

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　５/３～５

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　５/２、９、１５、１６、２３、３０

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　５/２、９、１６、２３、３０

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　５/２、９、１６、２３、３０

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

　消防災害情報案内 0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス(防災無線音声確認)

                             0800 (805) 5653
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農業公園サバーファームでは、サバーファームと近鉄長野線「富田林駅」（一部の便は、富　農業公園サバーファームでは、サバーファームと近鉄長野線「富田林駅」（一部の便は、富田田

林駅前を経由し、南海高野線「金剛駅」まで）間を結ぶ無料送迎バスを運行しています林駅前を経由し、南海高野線「金剛駅」まで）間を結ぶ無料送迎バスを運行しています。。

このたび、要望の多かった第一便の到着時刻を前倒しするとともに、電車との接続の利便　このたび、要望の多かった第一便の到着時刻を前倒しするとともに、電車との接続の利便性性

向向上を図るため、４月１日から、ダイヤを改正しました。各駅の時刻表は、左下表のとおりです上を図るため、４月１日から、ダイヤを改正しました。各駅の時刻表は、左下表のとおりです。。

問い合わ問い合わせせ 農業公園サバーファーム〔(３５)３５００　農業公園サバーファーム〔(３５)３５００〕〕

《時刻表《時刻表》》

※バス停の場所など詳しくは、サバーファームホームページ〔http://w※バス停の場所など詳しくは、サバーファームホームページ〔http://www.savor-farm.or.jp/〕をご覧くださいww.savor-farm.or.jp/〕をご覧ください。。

・富田林駅前からサバーファーム間の所要時間の目安は・富田林駅前からサバーファーム間の所要時間の目安は、、

約２０～２５分で約２０～２５分ですす

・・サバーファームの定休日である月曜日および年末年サバーファームの定休日である月曜日および年末年始始はは

運休します（ただし、月曜日が祝日の場合は翌平日が運休運休します（ただし、月曜日が祝日の場合は翌平日が運休））

・・いずれのバスも、農業公園第二駐車場を経由しまいずれのバスも、農業公園第二駐車場を経由しますす

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。

４月１日４月１日～～

農業公農業公園園サバーファーサバーファームムの無料送迎バの無料送迎バスス

のダイヤを改正しましのダイヤを改正しましたた

お花畑では、色とりどりのポピーが咲きそろってい　お花畑では、色とりどりのポピーが咲きそろっていまま

す。また、５月３日～５日には、ポピー祭りを開催す。また、５月３日～５日には、ポピー祭りを開催しし

ます。ぜひご来園くださいます。ぜひご来園ください。。

○イチゴ大福作○イチゴ大福作りり

とときき ５月８日、１５日、２２日、２９日、午前１０時３　５月８日、１５日、２２日、２９日、午前１０時３００

分～正午、午後０時３０分～２時、午後２時２０分～３時３０分～正午、午後０時３０分～２時、午後２時２０分～３時３０分分

定定員員 各２０人　各２０人　参加費参加費 ７００円　７００円

○サツマイモ植え付け体○サツマイモ植え付け体験験

とときき ５月２１日、２２日、午前１０時３０分～正　５月２１日、２２日、午前１０時３０分～正午午

定定員員 各３０人　各３０人　参加費参加費 無料　無料

○○ジニア植え付け体ジニア植え付け体験験

とときき ５月２２日、午前１０時３０分～正　５月２２日、午前１０時３０分～正午午

定定員員 ３０人　３０人　参加費参加費 無料　無料

○○田植え体田植え体験験

とときき ５月２９日、午前１０時３０分～正　５月２９日、午前１０時３０分～正午午

定定員員 ３０人　３０人　参加費参加費 無料　無料

○○クラフト教クラフト教室室

とときき ６月５日、午後１時３０分～３　６月５日、午後１時３０分～３時時

内内容容 ドライフラワーリース、帽子の壁掛け、押し花　ドライフラワーリース、帽子の壁掛け、押し花のの

ティッシュケース ※いずれかを選択して作りますティッシュケース　※いずれかを選択して作ります。。

定定員員 ２０人　２０人　参加費参加費 ５００～８００　５００～８００円円

※いずれも当日、午前９時３０分～受け付け（申し込み先※いずれも当日、午前９時３０分～受け付け（申し込み先着着

順）順）。。

※入園料は別途必要です（ただし、レストランのみご利※入園料は別途必要です（ただし、レストランのみご利用用

の場合は、入園料なしでご利用いただけます）の場合は、入園料なしでご利用いただけます）。。

サバーファームだよサバーファームだよりり

富田林駅前経由（富田林駅前では降車できません　　富田林駅前経由（富田林駅前では降車できません））

富田林駅前経由金剛駅前行　　富田林駅前経由金剛駅前行きき

１　　１００～３月は富田林駅前経由金剛駅前行きに変わりま～３月は富田林駅前経由金剛駅前行きに変わりますす

※※ (※１(※１)) は４～９月の間は４～９月の間、、（※２)（※２) は１０～３月の間のみ運行は１０～３月の間のみ運行。。
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